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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

ー
ル
製
自
立
式
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
や
女
性
更
衣
室
、

授
乳
室
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や

ト
イ
レ
な
ど
を
寄
贈
。
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
の
最
前
線
で
奮

闘
す
る
医
療
従
事
者
ら
に

焼
き
菓
子
を
贈
る
な
ど
の

社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　

こ
の
日
開
催
さ
れ
た

「
25
周
年
お
も
ろ
い
祝
賀

会
」
で
は
、「
永
田
町
中
国

代
理
人
」（
産
経
新
聞
出

版
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
長
尾
た
か
し
前
衆

議
院
議
員
（
59
）
や
、
グ

ル
ー
プ
の
広
報
を
担
う
野

田
し
ょ
う
子
東
大
阪
市
議

会
議
員
（
65
）
ら
が
挨
拶
。

創
設
に
尽
力
し
た
初
代
代

表
の
秋
友
勝
雄
株
式
会
社

イ
コ
マ
工
業
会
長
ら
歴
代

功
労
者
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で

は
元
О
Ｓ
Ｋ
歌
劇
団
の
桜

花
昇
ぼ
る
さ
ん
と
妃
那
マ

リ
カ
さ
ん
ら
が
華
を
添
え

た
。

　

松
田
和
人
代
表
（
59
、

マ
ツ
ダ
紙
工
業
株
式
会

社
社
長
）
は
、「
お
も
ろ

い
メ
ン
バ
ー

で
真
剣
に
話

し
合
っ
て
、

様
々
な
ア
イ

デ
ア
製
品
を

生
み
出
し
て

き
た
。
２
０

２
５
年
大
阪

関
西
万
博
に

向
け
て
、
大

学
な
ど
と
の

コ
ラ
ボ
を
す

す
め
、
よ
り

お
も
ろ
い
製

品
で
お
も
ろ

い
世
の
中
を

創
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

　
「
創
遊
夢
」

は
、
異
業
種
連

携
で
モ
ノ
づ
く

り
を
進
め
よ
う

と
東
大
阪
市
経

済
部
が
公
募

し
、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
年
）

に
発
足
し
た
グ

ル
ー
プ
で
、
現

在
は
40
余
の
企

業
や
個
人
が
参

画
し
、
月
に
１

度
の
例
会
を
開

催
。
こ
れ
ま
で

介
護
関
連
商
品

の
開
発
に
始
ま

り
、
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

時
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
型
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ
な
ど
の
焼
き
菓
子

を
詰
め
込
ん
だ
土
産
「
Ｔ

ｈ
ｅ

Ｈ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
！
」
を
販

売
。
２
０
１
１
年
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
や
２

０
１
６
年
の
熊
本
地
震
に

は
、
被
災
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
の
段
ボ

東
大
阪
市
異
業
種
グ
ル
ー
プ

創
遊
夢

創
遊
夢

介
護
関
連
商
品
開
発
か
ら

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

土
産
販
売
ま
で

ジ
ュ
ニ
ア
倶
楽
部

ジ
ュ
ニ
ア
倶
楽
部
犬
の
　

美
容
室

松田和人代表

長尾たかし前衆院議員

野田しょう子市議

東大阪市小阪2－11－24
TEL 06－6781－1158
FAX 06－6781－1772
Instagram　jr_club0601

犬の美容室  ジュニア倶楽部

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2022・6・15

　

株
主
総
会
出
席
の
楽
し
み
が
消
え
た
。

増
配
で
業
績
は
右
肩
上
が
り
、
昼
め
し
は

鰻
の
蒲
焼
き
が
定
番
だ
っ
た
が
。

　

東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
電
子
投
票

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
自
宅
か
ら
で
も
株

主
総
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
視
聴
し
な
が
ら

意
見
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
送
信
で
き
る
。
来
年
３

月
以
降
の
株
主
総
会
で
は
総
会
資
料
が
「
原
則
ウ

ェ
ブ
化
」
と
進
化
す
る
。

　

高
齢
者
が
目
立
つ
総
会
。
彼

ら
の
談
笑
風
景
を
見
る
と
そ
の

企
業
風
土
の
美
し
さ
を
感
じ
る
。
同
じ
釜
の
飯
を

食
っ
て
き
た
後
輩
が
ひ
な
壇
に
な
ら
ぶ
姿
を
見
て

感
慨
に
ふ
け
る
の
も
い
い
。そ
ん
な
景
色
か
ら「
能

力
と
ヤ
ル
気
」
の
マ
イ
レ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
を
思

い
出
し
た
。
佐
藤
優
著
「
国
家
の
罠
」（
新
潮
社
）

の
一
節
か
ら
―
。

　
〈「
外
交
官
に
は
、
能
力
が
あ
っ
て
や
る
気
が
あ

る
、
能
力
が
な
く
て
や
る
気
が
あ
る
、
能
力
は
あ

る
が
や
る
気
が
な
い
、
能
力
も
や
る
気
も
な
い
４

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
ど
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
国
益
に
一
番
害
を
与
え
る
か
を
理
解
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
前
は
ど
う
考
え
る

か
」
と
よ
く
聞
い
て
き
た
も
の
で
す
〉

　

考
え
よ
う
。
続
き
を
―
。

　
〈「
僕
は
能
力
が
な
く
て
や
る
気
も
な
い
の
が
最

低
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
父
は
能
力
が
な
く
て

や
る
気
が
あ
る
の
が
、
事
態
を
紛
糾
さ
せ
る
の
で

一
番
悪
い
と
考
え
て
い
た
。
最
近
に
な
っ
て
父
の

い
う
こ
と
が
正
し
い
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
と
に

か
く
能
力
が
な
い
の
が
い
ち
ば

ん
悪
い
。
こ
れ
だ
け
は
確
か
で

す
〉（「
僕
」
は
東
郷
和
彦
元
外
務
省
欧
亜
局
長
、

「
父
」
は
米
国
大
使
な
ど
歴
任
し
た
東
郷
文
彦
氏
）

　

能
力
の
な
い
く
せ
に
ヤ
ル
気
満
々
は
始
末
が
悪

い
。
我
先
に
出
た
が
り
、
問
題
あ
れ
ば
我
先
に
逃

げ
る
、
つ
ま
り
事
態
紛
糾
型
人
間
で
あ
り
、「
散

ら
か
し
屋
」
で
あ
る
。
リ
ア
ル
な
総
会
に
出
た
い

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
新
し
い
日
常
」
に
も
慣
れ

ね
ば
「
昭
和
の
化
石
」
扱
い
さ
れ
る
。
自
宅
で
ラ

イ
ブ
中
継
を
視
聴
し
な
が
ら
次
の
投
資
を
考
え
よ

う
。

晴耕雨読

能
力
と
ヤ
ル
気

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
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w
w
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a
o
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o
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e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
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安
町
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丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

八
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丁
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２
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
６
３―

２
６
０
６

◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　

に
至
る
ま
で

四六判 284 頁並製本
定価3,300 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

２
０
１
４
年
１
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
実
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
綴
っ
た
連
載
小
説
が
一
冊

に
。
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で
。

河
内
小
阪
駅
前
の
栗
林
書
房
で
発
売
中

小
野
元
裕

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長

誰
も
知
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
素
顔

緊
急
出
版

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
避
難
民
と
な
っ

た
国
内
外
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

義援金受付中

日本ウクライナ文化交流協会
〒 581-0013  八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072-926-5134  FAX 072-921-6893

ウクライナの人道支援コンサート

2022年６月25日（土）15時 開演　14時 開場

「ウクライナの平和を祈ろう！」

開場　ザ・シンフォニーホール
Ono Aki(ヴォーカル)
荻野　育子（ソプラノ）
徳本　早織（フルート）
大竹　　葵（ピアノ）
迫川　ゆり（ピアノ）
村上　祥子（ピアノ）

第九
中村　容子（ソプラノ）
杉林　貴子（アルト）
西垣　俊朗（テノール）
松澤　政也（バリトン）

演奏
・シンフォニア・アルシスOSAKA
・人道支援ボランティア・オーケストラ

収益金は在日ウクライナ大使館へ
寄附されます

料金　一般4,000円全席指定、小学生以下500円、学生2,000円（高校生以下）
チケット予約　ザ・シンフォニーチケットセンター　06-6453-2333
お問い合わせ　ミュージック・アート・ステーション　06-6836-7067
【主催】ウクライナ救済のための支援グループ【協賛】日本ウクライナ文化交流協会

る
。
北
京
と
し
て
も
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
（
米
大
統
領

府
）
牽
制
で
ク
レ
ム
リ
ン

（
ロ
シ
ア
大
統
領
府
）
を

利
用
し
た
い
。

　

か
く
し
て
自
由
民
主
主

義
陣
営
と
独
裁
国
家
陣
営

と
が
正
面
衝
突
す
る
世
界

が
出
現
す
る
。
今
後
、
新

興
国
を
舞
台
に
陣
取
り
合

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
。
日
本

列
島
は
北
か
ら
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
、
中
国
と
い
う
凶

悪
国
家
に
包
囲
さ
れ
る
。

客
観
的
な
国
際
環
境
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
よ
り
も
日
本
の

ほ
う
が
危
険
で
あ
る
。
ロ

シ
ア
、
北
朝
鮮
、
中
国
は

核
兵
器
を
保
有
し
、
実
践

配
備
す
る
。
日
本
列
島
は

そ
の
標
的
と
な
っ
て
い

る
。
戦
術
核
が
飛
来
し
た

そ
の
瞬
間
、
日
本
は
焦
土

と
な
る
。

　

戦
争
へ
と
発
展
す
る
ま

で
に
確
固
た
る
「
国
防
装

置
」
を
備
え
て
お
く
こ
と

が
急
務
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
事
侵
攻
が
日
本
国

民
に
示
し
た
教
訓
だ
。
日

米
安
全
保
障
条
約
は
国
土

防
衛
に
不
可
欠
な
存
在
だ

が
、
何
よ
り
も
大
切
な
の

は
日
本
を
日
本
国
民
の
手

で
守
り
抜
く
と
い
う
意
思

と
覚
悟
で
あ
る
。
米
軍
が

日
本
国
民
の
身
代
わ
り
と

な
っ
て
血
を
流
す
こ
と
は

決
し
て
な
い
。
日
本
国
民

に
は
今
こ
そ
、国
防
意
識
・

国
防
教
育
の
必
要
性
、「
自

立
自
強
」
の
具
体
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
う
え
で
日
本
の
軍

事
同
盟
国
を
増
や
し
、
軍

事
費
を
増
額
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。Ｑ
ｕ
ａ
ｄ（
ク

ア
ッ
ド
＝
日
米
豪
印
戦
略

対
話
）
を
は
じ
め
、英
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど

の
欧
州
主
要
諸
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の

ア
ジ
ア
主
要
諸
国
と
の
軍

事
的
関
係
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）

加
盟
も
検

討
す
べ
き

で
あ
る
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た

中
立
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

申
請
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
よ
り

一
層
、
強
固
に
な
っ
た
。

　

中
国
人
民
解
放
軍
は
ソ

連
邦
時
代
の
赤
軍
を
手
本

と
し
た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア

軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
で
苦
戦
す
る
。
中
国
共

産
党
に
と
っ
て
現
実
の
、

か
つ
等
身
大
の
ロ
シ
ア
軍

は
「
想
定
外
」
だ
ろ
う
。

北
京
は
台
湾
侵
攻
を
目
論

む
が
、
そ
の
時
期
は
見
直

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
台
湾
有

事
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
半
導

体
危
機
を
誘
発
す
る
。
世

界
経
済
は
大
混
乱
に
陥
る

だ
ろ
う
。「
プ
ー
チ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
」（
プ
ー
チ

ン
が
招
く
物
価
高
）
の
比

で
は
な
い
。

　

折
し
も
バ
イ
デ
ン
米
大

統
領
は
東
京
で
イ
ン
ド
太

平
洋
経
済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ

Ｅ
Ｆ
）
の
立
ち
上
げ
を
岸

田
文
雄
首
相
と
と
も
に
宣

言
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
の
目

的
は
中
国
を
念
頭
に
輸
出

管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
先
端
技
術
の

軍
事
転
用
を
監
視
す
る
こ

と
で
あ
る
。
中
露
を「
核
」

と
す
る
全
体
主
義
陣
営
は

や
が
て
縮
小
均
衡
し
、
衰

退
し
て
い
く
に
違
い
な

い
。
自
由
世
界
が
独
裁
国

家
に
屈
服
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

本
に
招
き
、
厚
遇
し
た
。

中
国
の
脅
威
に
は
敏
感
に

対
応
し
て
き
た
が
、
凶

暴
な
ロ
シ

ア
に
は
無

関
心
だ
っ

た
。

　

世
界
は
今
、ロ
シ
ア
の
、

そ
し
て
プ
ー
チ
ン
の
「
本

性
」
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
。「
プ
ー
チ
ン
の

戦
争
」は
消
耗
戦
に
突
入
、

ロ
シ
ア
社
会
に
も
亀
裂
が

生
じ
始
め
て
き
た
。
日
欧

米
諸
国
は
「
プ
ー
チ
ン
の

ロ
シ
ア
」
と
決
別
、
よ
う

や
く
一
致
団
結
し
た
。
弱

り
果
て
た
モ
ス
ク
ワ
は
北

京
に
救
い
の
手
を
求
め

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
２
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
42

　

国
際
社
会
は
猛
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
８
年

前
の
２
０
１
４
年
３
月
、

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
武
力
併

合
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
残
念
な
が
ら
こ
の
暴

挙
が
日
欧
米
諸
国
へ
の
ｗ

ａ
ｋ
ｅ
―
ｕ
ｐ
ｃ
ａ
ｌ
ｌ

（
目
覚
ま
し
時
計
、
警
鐘
）

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
対

ロ
シ
ア
制
裁
は
一
部
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
企
業
や
そ
の
幹

部
な
ど
を
標
的
と
し
た
だ

け
だ
っ
た
。
日
本
政
府
は

愚
か
に
も
対
ロ
シ
ア
経
済

協
力
の
メ
ニ
ュ
ー
を
積
み

上
げ
た
。
安
倍
政
権
時
代

に
は
戦
犯
プ
ー
チ
ン
を
日

日
本
を
日
本
国
民
の
手
で
守
り
抜
く

日
本
を
日
本
国
民
の
手
で
守
り
抜
く

株
式
会
社
ア
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

重
量
セ
ン
サ
ー
で
ド
リ

ン
ク
の
残
量
が
分
か

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
交

換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ

か
め
る
。
音
声
装
置
は

順
列
再
生
や
ラ
ン
ダ
ム

再
生
、
選
択
再
生
機
能

が
備
わ
っ
て
お
り
、
ラ

ン
ダ
ム
再
生
を
使
っ
て

当
た
り
の
出
る
ゲ
ー
ム

「
踏
み
く
じ
」
を
楽
し

め
る
。

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新

時
代
、
Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｋ
Ｅ
を
使
っ
て
安
全
・

安
心
に
飲
み
会
が
開
く

こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
後
押
し
を
株
式
会
社

ア
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

が
す
る
。

訪ねて
を

62

か
な
空
間
で
置
く
こ
と

が
で
き
る
と
人
気
だ
。

　

こ
の
ス
タ
ン
ド
を
も

と
に
、
現
在
新
製
品
と

し
て
Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
踏

み
酒
）
を
開
発

中
だ
。

　

４
リ
ッ
ト
ル

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
っ
た
ウ

イ
ス
キ
ー
や
焼

酎
、
ウ
オ
ツ
カ

を
セ
ッ
ト
し
、

足
で
踏
む
と
、

一
定
量
が
グ
ラ

ス
に
注
が
れ
る
。

　

東
京
の
立
ち

飲
み
バ
ー
で
試
験
的
に

使
っ
た
と
こ
ろ
好
評

で
、
人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
が
取
り
上
げ
た
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
よ
る
光
や
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
に
記
憶
さ
せ
た

音
声
を
流
す
こ
と
が
で

き
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
連
動
型

ち
。
そ
こ
で
、
足
踏
み

式
消
毒
液
ポ
ン
プ
ス
タ

ン
ド
を
開
発
し
ア
マ
ゾ

ン
で
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
２
０
２
１
年
６
月

に
10
万
台
を
突
破
。
ア

マ
ゾ
ン
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

１
位
を
獲
得
し
た
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
ト
リ
ー
ム

機
構
で
、
ペ
ダ
ル
を
踏

ん
だ
と
き
、
嫌
な
金
属

音
が
し
な
い
の
で
、
ホ

テ
ル
や
図
書
館
な
ど
静

FUMIZAKE （踏み酒） 開発

社長　岩本栄吉
東大阪市柏田西2－3－22
TEL 06－6224－1166
FAX 06－6224－1168

株式会社アイズファクトリー

ま
る
場
所
に
設
置
さ
れ

る
展
示
台
や
展
示
ラ
ッ

ク
な
ど
販
促
什
器
を
製

造
販
売
し
て
い
る
金
属

加
工
メ
ー
カ
ー
だ
。
本

社
を
東
大
阪
市
に
構

え
、
営
業
本
社
を
東
京

都
千
代
田
区
に
、
関
連

会
社
株
式
会
社
テ
ン
ソ

ウ
（
塗
装
・
梱
包
）
を

八
尾
市
に
持
つ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
販
促
什

器
の
売
上
が
ガ
タ
落

　

株
式
会
社
ア
イ
ズ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
岩
本

栄
吉
社
長
）
は
、
店
舗

や
展
示
場
な
ど
人
の
集

Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の
お
も
し
ろ
さ
を
説
明
す
る
岩
本
栄
吉
社
長

楽
を
共
に
し
た
樺
太
犬
タ

ロ
と
ジ
ロ
の「
南
極
物
語
」

な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば
い

と
ま
が
な
い
。

　

犬
と
共
に
暮
ら
せ
ば
、

時
に
は
癒
さ
れ
、
時
に
は

励
ま
さ
れ
る
。
ま
た
、
強

盗
な
ど
を
追
い
払
う
番
犬

と
し
て
も
活
躍
す
る
。

　

ど
の
街
で
も
犬
の
美
容

室
を
見
か
け
る
が
、
も
っ

と
も
だ
。
人
間
と
犬
の
絆

は
深
い
。

　

近
鉄
八
戸
ノ
里
駅
前
に

あ
る
犬
の
美
容
室
「
ジ
ュ

ニ
ア
倶
楽
部
」
は
、
小
型

犬
専
門
店
と
し
て
２
０
０

８
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
14
年
に
な
る
。
丁
寧

で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金

の
た
め
、
利
用
す
る
飼
い

主
が
多
い
。

を
心
が
け
る
の
が
、
い
い

ト
リ
マ
ー
だ
。「
犬
の
気

持
ち
」
が
大
事
！

　

同
店
は
地
域
密
着
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、

訪
れ
る
飼
い
主
は
安
心
し

て
愛
犬
を
預
け
て
い
る
。

　

人
間
の
美
容
室
も
同
じ

だ
が
、
人
気
店
に
な
る
か

ど
う
か
は
い
い
ト
リ
マ
ー

が
い
る
か
ど
う
か
で
決
ま

る
。

　

ト
リ
ミ
ン
グ
の
腕
は
も

ち
ろ
ん
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た

ち
が
和
む
雰
囲
気
づ
く
り

　

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東
大
阪
の
企
業
や
個
人
が
つ
ど
い
、「
遊
」
び
心
を
持
っ

て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
独
「
創
」
的
な
製
品
を
作
り
出
し
、「
夢
」
の
実

現
を
目
指
す
異
業
種
交
流
集
団
「
創
遊
夢
」
の
創
立
25
周
年
祝
賀
会
が
、
５
月

19
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
６
）
で
開
催

さ
れ
た
。

　
「
犬
は
人
に
付
き
猫
は

家
に
付
く
」
と
い
う
諺
ど

お
り
、
犬
は
飼
い
主
か
ら

受
け
た
恩
を
一
生
忘
れ
な

い
。
東
京
・
渋
谷
駅
ま
で

飼
い
主
の
帰
り
を
出
迎
え

に
行
き
、
飼
い
主
が
亡
く

な
っ
た
後
も
通
い
続
け
た

秋
田
犬
「
忠
犬
ハ
チ
公
」、

極
寒
の
南
極
で
隊
員
と
苦

丁寧でリーズナブル丁寧でリーズナブル
地域に密着地域に密着

創立25周年祝賀会開催創立25周年祝賀会開催

桜花昇ぼるさん （右） と妃那マリカさんが会場を盛り上げる

記
念
品
を
受
け
と
る
歴
代
功
労
者

トリミングされ、気持ちよさそう



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和４年６月１５日（水）
　
「
猪い

飼か
い

野の

」
は
中
世
・

近
世
で
は
奈
良
街
道
や
平

野
川
水
運
の
出
発
地
点
で

あ
っ
て
、
荏え

胡ご

麻ま

油あ
ぶ
らな
ど

物
資
の
集
散
地
で
あ
っ

た
。「
猪
飼
野
」
に
半
島

か
ら
の
出
稼
ぎ
者
が
住
み

だ
す
の
は
明
治
の
代
か
ら

で
あ
る
。
平
野
川
は
氾
濫

を
繰
り
返
し
、
長
く
住
む

人
を
苦
し
め
て
き
た
。

　

現
在
、
真
っ
直
ぐ
南
北

に
流
れ
る
２
本
の
運
河
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
氾
濫
も

な
く
な
っ
た
。
工
事
が
始

【
著
者
紹
介
】　

西
村
康
稔
（
に
し
む
ら
・
や
す
と
し
）

　

１
９
６
２
年
生
ま
れ
、
兵
庫
県
明
石
市
出
身
。
灘
高

校
、
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
通
商
産
業
省
入
省
後
、

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
公
共
政
策
大
学
院
へ
留
学
・

修
了
。
２
０
０
３
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
初
当
選
。

外
務
大
臣
政
務
官
、
内
閣
府
副
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長

官
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当
大
臣
、
全
世

代
型
社
会
保
障
改
革
担
当
大
臣
を
歴
任
、
２
０
２
０
年

３
月
か
ら
２
０
２
１
年
10
月
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
大
臣
と
し
て
未
曽
有
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　

著
書
に
「
繁
盛
か
衰
退
か
―
岐
路
に
立
つ
日
本
」「
新

（
ネ
オ
）・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
国
家　

日
本
の
活
路
―
３
つ

の
空
洞
化
を
越
え
て
」
な
ど
が
あ
る
。

　

会
計
事
務
所
の
悩
み
の
１
つ
に
帳
簿
を
付
け
て
く

れ
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
記
帳

代
行
料
と
し
て
報
酬
は
も
ら
い
ま
す
が
、
現
金
出
納

帳
が
な
い
と
現
金
が
い
く
ら
あ
る
の
か
が
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
私
が
ど
の
様
に
考
え
て
帳
簿
を
作
っ
て

い
る
か
を
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
金
出
納
帳

の
合
わ
せ
方
は
相
手
に
よ
っ
て

処
理
が
違
う
の
で
個
別
に
説
明

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
帳
簿
の
な

い
企
業
は
、
合
わ
せ
よ
う
が
な

い
で
は
終
わ
れ
な
い
の
が
会
計

人
な
の
で
、
勘
で
合
わ
す
し
か

な
い
の
で
す
。

　

現
金
の
入
出
金
の
背
景
を
考

え
ま
す
と
、
現
金
を
引
き
出
す

の
は
手
許
に
お
金
が
な
い
と
き

で
す
。
こ
こ
が
会
計
人
と
し
て

推
理
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
。

　

銀
行
か
ら
現
金
を
い
く
ら
引
き
出
す
か
？　

そ
れ

は
社
長
が
い
く
ら
持
っ
て
い
る
と
安
心
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
昔
は
２
万
円

く
ら
い
、
最
近
は
後
輩
経
営
者
を
連
れ
て
飲
食
す
る

な
ど
出
す
こ
と
も
増
た
の
で
、
４
万
円
く
ら
い
は
財

布
に
入
っ
て
い
ま
す
。
と
っ
さ
に
接
待
な
ん
て
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
の
で
、
社
長
に
聞
い
て
み
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。「
財
布
に
い
く
ら
く
ら
い
の
現
金
を
お
持
ち
で

す
か
？
」
と
。

　

い
つ
も
銀
行
か
ら
現
金
を
５
万
円
出
金
す
る
人

は
、
多
い
と
き
は
５
万
円
＋
ア

ル
フ
ァ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
方

の
現
金
残
高
の
マ
ッ
ク
ス
が
概

ね
見
え
ま
す
。
帳
簿
を
付
け
る

方
は
、
そ
こ
ら
を
推
理
し
て
現

金
残
高
で
調
整
す
れ
ば
実
態
に

近
く
な
り
ま
す
。
ま
た
多
め
に

出
金
し
て
い
る
、
い
つ
も
と
違

う
出
金
の
仕
方
を
す
る
と
き
は

だ
い
た
い
そ
の
後
に
車
検
と
か

備
品
を
買
う
た
め
と
か
、
あ
る

い
は
出
張
の
た
め
に
現
金
を
出

し
た
と
い
う
動
き
が
見
え
る
は
ず
で
す
。
や
む
を
得

ず
こ
の
よ
う
に
推
理
し
ま
す
が
、
現
金
出
納
帳
は

キ
ッ
チ
リ
付
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
適
当
に

付
け
て
お
り
ま
す
と
、
税
務
署
に
お
金
の
動
き
を
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室

30

税理士 上西　知

会計人は推理力が必要

　

第
３
回　
「
う
だ
つ
の
あ
る
民
家
」か
ら「
熊
野
大
神
宮
」ま
で

忘己利他100文字100文字
歴史小説歴史小説

作
家
・
株
式
会
社
レ
プ
 
ト
ン
代
表
取
締
役

真
弓
創

　

盗
み
癖
に
悩
む
男
が
最
澄
に
相
談

し
た
。

　
「
欲
し
い
と
思
っ
た
ら
手
が
勝
手
に

動
い
て
」

　
「
己
の
欲
よ
り
、
大
切
な
人
の
こ
と

を
思
う
の
で
す
。
忘
己
利
他
（
も
う

こ
り
た
）
の
心
を
持
ち
な
さ
い
」

　
「
そ
れ
な
ら
持
っ
て
ま
す
よ
！　

捕

ま
る
た
び
、
も
う
懲
り
た
っ
て
思
っ

て
い
ま
す
」

　

彼
が
自
分
の
人
生
を

変
え
て
し
ま
っ

た
事
件
と
は
休

み
時
間
の
教
室

で
の
賭
け
事
で

す
。
机
に
置
い

た
相
手
の
10
円

玉
を
は
じ
い
て

落
と
し
た
ら
自

分
の
も
の
に
な

る
と
い
う
も
の
で
す
。

授
業
が
始
ま
っ
て
も
、

業
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
行
為
に
お
よ

ん
だ
理
由
、
行
為
の
意

味
等
の
反
省
指
導
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
反
省

文
を
私
も
読
ん
で
い
た

は
ず
で
す
が
３
年
た
っ

て
忘
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
３
年
後
彼
は
大
学

に
合
格
す
る
の
で
す
。

驚
き
の
告
白
は
次
回
。

「
自
作
の
勝
敗
表
」
を

眺
め
つ
づ
け
て

い
た
と
き
、
あ

ま
り
に
も
場
違

い
な
真
剣
さ
の

違
和
感
に
教
科

担
当
が
、「
何

し
て
ん
ね
ん
」

の
一
言
で
発
覚

し
ま
し
た
。
表

か
ら
芋
蔓
式
に
５
〜
６

人
が
処
分
を
受
け
、
授

牛のしっぽ牛のしっぽ Vol.8Vol.8

人生を変えた賭け事

今
更
な
が
ら

古
道
暗く

ら
が
り
ご
え越
奈
良
街
道を歩
く

東
大
阪
の
生
活
文
化
の
歴
史
を
探
る
旅

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
歴
史
研
究
家
）

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

「
更
生
」と
は
な
に
か

「
更
生
」と
は
な
に
か

八
尾
地
区
保
護
司
会
に
聞
く

第
５
回

忍
耐
を
学
ぶ

ま
っ
た
の
は
大
正
末
期

で
、
朝
鮮
人
の
強
制
徴
用

で
進
め
ら
れ
た
。以
後「
猪

飼
野
」
に
は
済
州
島
か
ら

の
出
稼
ぎ
者
が
８
割
に
も

達
し
た
。
奈
良
街
道
に
近

く
、
今
里
ロ
ー
タ
リ
ー
西

の
東
成
区
役
所
付
近
に
４

代
目
桂
米
團
治
の
碑
が
建

つ
。
十
八
番
の
落
語
「
代

書
」
を
記
念
す
る
。
日
本

語
が
話
せ
て
も
、
読
み
書

き
が
で
き
な
い
半
島
の
出

稼
ぎ
者
の
た
め
の
「
代
書

屋
」
が
往
時
、
区
役
所
の

の
が
た
り
」
批
評
社
）。

　

さ
て
、「
う
だ
つ
の
あ

る
民
家
」
か
ら
奈
良
街
道

を
先
に
進
む
と
、
左
手
に

「
熊
野
大
神
宮
」
の
鳥
居

が
見
え
て
く
る
。
由
来
書

を
読
め
ば
、
創
建
者
は
聖

徳
太
子
で
あ
る
。
で
き
た

頃
は
12
坊
の
伽
藍
が
建
っ

て
い
た
そ
う
だ
。
す
ぐ
後

ろ
に
「
妙
法
寺
」
が
あ

る
。
近
世
国
学
の
祖
と
言

わ
れ
る
契け

い

沖ち
ゅ
うが
、
１
６
７

９
年
か
ら
１
６
９
０
年
ま

で
の
11
年
間
住
職
を
務
め

た
寺
で
あ
る
。
当
寺
の
庫

裏
は
江
戸
時
代
、
御
堂
筋

の
三
津
寺
か
ら
移
築
さ
れ

た
も
の
で
、
大
阪
府
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
境
内
に
は
契
沖

の
供
養
塔
と
慈
母
の
墓
が

あ
り
、
大
阪
府
顕
彰
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
毎
日
参
拝

者
が
訪
れ
て
い
る
。

周
辺
に
並
ん
で
い
た
。

　

日
本
が
戦
争
に
敗
れ
、

「
猪
飼
野
」
に
住
む
出
稼

ぎ
者
の
多
く
が
故
郷
の
北

朝
鮮
、
南
朝
鮮
に
帰
っ

た
。
北
朝
鮮
に
帰
っ
た
中

に
、
帰
国
し
て
金
正
恩
委

員
長
を
生
む
高
容
姫
が
い

た
。
済
州
島
に
帰
っ
た
人

は
、
ま
た
多
く
が
密
航
し

て
「
猪
飼
野
」
に
戻
っ
て

き
た
。

　

昭
和
23
年
、
南
朝
鮮
だ

け
で
総
選
挙
に
な
る
が
、

そ
れ
に
反
対
運
動
を
起
こ

し
た
済
州
島
が
、

南
朝
鮮
の
軍
隊
に

武
力
で
鎮
圧
さ

れ
、
３
万
人
の
島

民
が
思
想
犯
と
疑

わ
れ
て
殺
害
さ
れ

た
か
ら
だ
（
４
・

３
事
件
）。

　

焼
肉
は
半
島
の

文
化
と
思
う
人
が

あ
る
だ
ろ
う
が
、

中
央
部
分
に
は
サ
ツ
マ
イ

モ
が
一
面
に
植
え
ら
れ
て

い
た
。

　

校
庭
の
東
北
の
部
分
に

は
二
宮
金
次
郎
が
薪
を
背

負
っ
て
歩
き
な
が
ら
本
を

読
ん
で
い
る
姿
の
銅

像
が
あ
っ
た
が
、
金

属
拠
出
で
、
い
つ
の

間
に
か
取
り
払
わ
れ

て
い
た
。
５
年
生
の

修
業
式
の
後
で
、
そ
の
銅

像
の
前
で
記
念
写
真
を
撮

っ
た
が
、
台
座
に
、
そ
の

姿
は
な
か
っ
た
。

父
に
唯
一
の
「
感
謝
状
」

見
つ
か
る

　

父
が
残
し
た
人
生
の
資

料
は
少
な
い
。「
感
謝
状
」

が
１
枚
だ
け
見
つ
か
っ

た
。

　

昭
和
16
年
４
月
１
日
、

新風書房代表
福山琢磨（88歳）
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「画ばさみ」 が語るタクちゃん「画ばさみ」 が語るタクちゃん

　

行
動
制
限
の
な
い
３
年

ぶ
り
の
大
型
連
休
が
明

け
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
や
夏

祭
り
、
花
火
大
会
な
ど
の

再
開
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
６
月
１
日
、
入
国
者

上
限
を
１
日
当
た
り
２
万

人
に
拡
大
し
た
。
10
日
に

は
訪
日
観
光
客
の
受
け
入

れ
を
始
め
る
な
ど
経
済
社

会
活
動
は
コ
ロ
ナ
前
へ
動

き
出
し
た
。

　

欧
米
で
は
入
国
規
制
も

相
次
ぎ
緩
和
さ
れ
る
な
ど

行
動
規
制
の
撤
廃
が
進

む
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
即
位
70
年
祝

賀
行
事
は
超
過
密
状
態

だ
。
米
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

を
誰
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
な
か
で
、「
ベ
ス
ト

と
考
え
ら
れ
る
対
応
を
決

断
し
て
い
く
」
と
決
意
す

る
。
戦
端
を
開
い
た
の
は

東
京
都
小
池
知
事
の
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
発
言
（
３
月
23

日
）
だ
。
日
本
の
法
体
系

の
下
で
は
諸
外
国
の
よ
う

な
「
都
市
封
鎖
」
や
「
外

出
禁
止
令
」
に
は
な
ら
な

い
な
ど
、
知
事
と
の
交
渉

や
確
執
に
言
及
。

　

他
方
、
首
都
圏
で
は
重

い
肺
炎
で
呼
吸
困
難
者
が

急
増
し
、
自
宅
待
機
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
３
月

27
日
、
意
を
決
し
て
「
総

理
、
緊
急
事
態
宣
言
を
出

す
べ
き
で
す
」
と
電
話
。

　

４
月
７
日
、
初
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
発
出
だ
。

　
「
人
と
の
接
触
を
最
低

７
割
、
極
力
８
割
」「
休

と
伝
え
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。

　

経
済
再
生
担
当
大
臣
で

も
あ
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
は

日
本
の
仕
組
み
を
変
え
て

い
く
ラ
ス
ト
・
チ
ャ
ン
ス
」

と
捉
え
、
日
本
の
国
際
競

争
力
や
世
界
の
時
価
総
額

上
位
企
業
数
、
潜
在
成
長

率
、
平
均
賃
金
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
な
ど
を

通
じ
て
、
日
本
の
実
力
を

腑
分
け
す
る
。
今
ま
で
の

「
お
じ
さ
ん
中
心
の
経
済
」

「
自
前
主
義
」「（
染
み
つ

い
た
）
デ
フ
レ
思
考
」
か

ら
令
和
の
時
代
は
「
新
し

い
時
代
の
意
思
決
定
」「
新

し
い
時
代
の
組
織
」「
新

し
い
時
代
の
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
が
で
き
る
か
否

か
が
成
長
を
決
め
る
と
提

言
。

　

一
例
と
し
て
、
多
様
な

人
材
を
登
用
し
多
様
な
発

想
で
「
非
連
続
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
。
10
段
飛
ば

業
要
請
と
補
償
」「
国

と
地
方
の
権
限
と
責
任
」

「
10
万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
」「
休
業
要
請
の
協

力
金
」「
持
続
化
給
付
金
」

「
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」等
々

の
対
応
策
決
定
の
経
緯
が

詳
述
さ
れ
て
い
く
。
そ
し

て
、
２
０
２
１
年
９
月
30

日
に
緊
急
事
態
宣
言
と
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

終
了
す
る
。
こ
の
間
、
著

者
は「
今
回
よ
り
も
、も
っ

と
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
が
出

て
く
る
可
能
性
」
を
想
定

し
、
即
応
体
制
の
在
り
方

を
意
識
し
て
い
た
と
書
き

留
め
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
対
策

は
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
・

飲
み
薬
」
の
３
本
柱
で
あ

る
。
話
題
の
イ
ベ
ル
メ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
・
大
村
智
教

授
と
意
見
を
交
換
し
「
極

め
て
効
率
的
な
薬
で
、
有

効
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
」

し
の
ジ
ャ
ン
プ
」
を
挙
げ

て
、
こ
れ
が
成
長
に
不
可

欠
だ
と
強
調
す
る
。

　

終
章
で
は
、
執
筆
時
に

起
き
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
踏
ま
え
「
改

め
て
経
済
安
全
保
障
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
急
ぐ
べ

き
」と
将
来
を
見
据
え
る
。

「
日
本
の
将
来
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ゆ
き
た

い
」
と
改
め
て
覚
悟
を
決

め
、
大
学
の
ボ
ク
シ
ン
グ

部
で
習
っ
た
「
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
軽
く
、
基
礎
（
初

心
）
を
忘
れ
ず
」
と
締
め

く
く
る
。＊　

＊　

＊

　

３
年
半
経
過
、
検
証
も

進
む
。
米
疾
病
対
策
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
感
染

状
況
の
監
視
に
特
化
す
る

新
組
織
「
米
国
排
水
監
視

シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ｓ
）」

を
設
け
、
地
域
の
感
染
状

況
を
把
握
す
る
。
ま
た
、

政
策
助
言
を
行
う
新
組
織

「
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
（
集

団
感
染
）
分
析
・
予
測
セ

ン
タ
ー（
Ｃ
Ｆ
Ａ
）」は「
気

象
予
報
サ
ー
ビ
ス
の
感
染

版
」
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
す
と
挑
戦
的

だ
。

　

日
本
で
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
一
元
的
対
応
が

で
き
る
よ
う
、「
健
康
危

機
管
理
庁（
仮
称
）」や「
日

本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
」
創
設
を
目

る
。
初
め
て
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
対
策
に
奔
走
し
最

も
マ
ス
コ
ミ
露
出
度
の
高

か
っ
た
担
当
大
臣
が
舞
台

裏
を
明
か
す
。
５
８
４
回

の
記
者
会
見
、
２
７
９
５

回
の
国
会
答
弁
、
就
任
５

７
８
日
を
顧
み
た
。「
政

治
に
何
が
で
き
る
の
か
。

自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
」
と
自
問
自
答
し
な
が

ら
命
が
け
で
問
い
続
け
て

き
た
戦
闘
記
録
で
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
３
月
４
日

夕
、
安
倍
晋
三
総
理
（
当

時
）
の
「
頼
む
。
し
っ
か

り
勉
強
し
て
お
い
て
」
の

電
話
か
ら
21
年
10
月
４
日

菅
内
閣
総
辞
職
ま
で
を
語

る
。

＊　

＊　

＊

　

本
書
の
前
半
は
、
対
策

の
プ
ロ
セ
ス
を
時
系
列
に

詳
述
し
、
後
半
で
は
政
治

家
と
し
て
の
政
策
論
を
展

開
し
て
い
る
。

　

そ
の
ご
く
一
部
を
紹
介

す
る
―
。

　

３
月
10
日
、「
誰
も
マ

ス
ク
を
し
て
い
な
い
専
門

家
と
の
初
め
て
の
会
議
」

に
臨
ん
で
、
明
確
な
答
え

ウ
イ
ル
ス
の
累
計
死
者
数

が
１
０
０
万
人
を
超
え
た

が
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を

堅
持
す
る
北
京
市
で
は
一

部
商
業
施
設
の
営
業
再
開

を
認
め
る
な
ど
正
常
化
に

向
け
た
動
き
が
見
え
だ
し

た
。

　

今
回
は
、
本
欄
初
登
場

の
政
治
家
に
よ
る
書
で
あ

前
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
大
臣

命
が
け
で
問
い
続
け
て
き
た
戦
闘
記
録

西
村
康
稔
著　
幻
冬
舎

定
価
１
、４
３
０
円
（
税
込
み
）

コ
ロ
ナ
と
の
死
闘

指
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
感
染
症
の
世

界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
対
策
の
貴
重
な

情
報
と
事
実
を
現
職
国
会

議
員
が
書
き
残
し
た
も
の

と
し
て
、
次
の
世
代
や
そ

の
次
の
世
代
に
多
く
の
知

見
と
示
唆
を
与
え
る
稀
有

な
実
務
書
と
な
る
だ
ろ

う
。
コ
ロ
ナ
ア
ー
カ
イ
ブ

に
並
ぶ
１
冊
だ
。

次
の
世
代
に
多
く
の
知
見
と
示
唆
を
与
え
る
書

中卒時のタクちゃん

　

そ
の
こ
ろ
、

国
民
学
校
の
校

庭
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
に
は
、
競

技
で
走
る
部
分

を
残
し
、
他
の

熊野大神宮の鳥居

倉
吉
国
民
職
業
指
導
所
所

長
・
高
根
和
美
氏
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
政
府
ノ
方
針
ニ
基
キ

礦
山
労
務
者
確
保
ニ
関
ス

ル
強
調
運
動
起
ル
ヤ
率
先

炭
山
勤
労
報
告
班
ヲ
結
成

セ
ラ
レ
石
炭
増
産
ニ
寄
与

セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
邦
家
ノ
為

欣
快
ニ
堪
ヘ
ス
茲
ニ
謝
意

ヲ
表
ス　

昭
和
十
六
年
四

月
一
日　

福
山
正
則
殿
」

　

こ
れ
は
「
国
民
勤
労
報

告
協
力
令
」
が
出
た
か
ら

と
思
わ
れ
る
。14
歳
以
上
、

40
歳
未
満
の
男
性
と
、
14

歳
か
ら
25
歳
未
満
の
独
身

女
性
を
対
象
と
し
た
勤
労

報
告
隊
が
軍
事
工
場
や
礦

山
労
務
者
と
し
て
動
員
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
14
年
６
月
に
召
集
解

除
さ
れ
る
が
海
南
島
へ

　

父
が
召
集
を
解
除
さ
れ

た
の
は
昭
和
14
年
６
月
３

日
で
あ
る
が
、
部
隊
は
歩

兵
第
63
連
隊
補
充
隊
第
４

中
隊
へ
転
属
し
て
い
た
の

で
、
召
集
前
に
働
い
て
い

た
九
州
の
炭
鉱
へ
行
っ
た

よ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
の
指

示
で
香
港
の
近
く
に
あ
る

海
南
島
へ
採
炭
鉱
夫
と
し

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

猪
飼
野
か
ら
誕
生
し
た
文

化
で
あ
り
、
ホ
ル
モ
ン
料

理
も
そ
う
で
あ
る
。
語
源

は
、
牛
や
豚
の
日
本
人
の

「
放
る
も
ん
」（
部
位
）
で

あ
る
。

　

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン
が
映
画
の
中
で
履

い
た「
ヘ
ッ
プ
・
サ
ン
ダ
ル
」

は
大
流
行
し
た
が
、
そ
れ

を
生
産
し
た
の
が
猪
飼
野

だ
っ
た
。
鶴
橋
商
店
街
振

興
組
合
と
鶴
橋
西
商
店
街

は
、
韓
国
・
朝
鮮
人
、
中
国
・

台
湾
人
、
そ
し
て
日
本
人

の
経
営
者
で
構
成
さ
れ
る
。

土
地
の
所
有
権
と
賃
借
権

が
複
雑
に
絡
む
の
が
特
徴

だ
。
警
察
の
取
締
を
受
け

て
も
何
度
も
再
開
し
た
戦

後
の
鶴
橋
の
闇
市
が
、
同

じ
頃
の
建
物
疎
開
地
を
大

阪
市
が
持
ち
主
に
返
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
商
店
街
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
在
日
韓

国
朝
鮮
人
は

３
世
、
４
世

の
時
代
に
入

り
、
多
く
が

日
本
人
と
結

婚
し
て
い
る

（
上
田
正
昭

著
「
ニ
ッ
ポ

ン
猪
飼
野
も

　
「『
私
も
あ
な
た
の
お
祖

父
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
や
っ

た
の
で
、
今
度
は
あ
な
た

が
や
っ
て
く
れ
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
」

　

池
田
会
長
は
今
年
で
18

年
目
を
迎
え
る
。

　
「
家
族
ぐ
る
み
で
お
付

き
合
い
し
て
い
る
方
が
定

年
を
迎
え
、
地
域
で
一
人

減
っ
た
ら
保
護
司
会
の
負

担
が
大
き
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
頼
ま
れ
ま
し
た
。

犯
罪
者
と
付
き
合
う
と
い

う
こ
と
に
す
ご
く
怖
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
最

初
は
お
断
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
度
は
そ
の
方

と
も
う
１
人
保
護
司
の
方

を
伴
っ
て
再
度
依
頼
さ
れ

た
の
で
、
家
族
と
相
談
の

上
、
保
護
司
に
な
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」
と
話
す
長

竹
さ
ん
は
今
年
で
６
年

目
。
現
在
は
八
尾
地
区
保

護
司
会
の
会
計
を
務
め
て

い
る
。

　

当
時
、
淀
川
区
の
消
防

署
で
副
署
長
を
し
て
い
た

赤
塚
副
会
長
の
場
合
は
、

あ
る
出
来
事
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

17
年
前
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
線

や
福
知
山
線
な
ど
６
本
の

線
が
敷
か
れ
て
い
た
塚
本

付
近
で
、
地
元
の
中
学
生

の
少
年
２
人
が
肝
試
し
的

に
列
車
が
走
っ
て
い
る
間

を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

遊
ん
で
い
た
。
救
護
事
案

と
い
う
こ
と
で
消
防
隊
が

現
地
に
到
着
。
列
車
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
よ
う
司
令

管
制
室
を
通
じ
て
お
願
い

し
た
。
だ
が
、
様
々
な
事

案
が
重
な
っ
て
し
ま
い
情

報
が
き
っ
ち
り
と
伝
わ
ら

ず
、
Ｊ
Ｒ
も
対
応
し
き
れ

ず
、
列
車
の
運
行
が
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
結
果
、

線
路
の
中
に
入
っ
て
救
護

活
動
中
の
消
防
員
が
、
特

急
列
車
に
は
ね
ら
れ
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
。
救
護
さ

れ
た
少
年
は
警
察
で
こ
っ

ぴ
ど
く
説
教
さ
れ
た
。「
少

年
の
安
易
な
遊
び
心
か

ら
、
大
き
な
犠
牲
が
あ
り

ま
し
た
。
奥
さ
ん
と
ま
だ

１
歳
に
も
な
っ
て
い
な

か
っ
た
子
ど
も
を
残
し
亡

く
な
っ
た
仲
間
を
思
う

と
、
ど
う
し
て
も
わ
り
き

れ
な
か
っ
た
の
で
す
」

　

そ
ん
な
と
き
、
保
護
観

察
所
の
次
長
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。「
保
護

司
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
誘

わ
れ
た
。
消
防
署
の
現
職

で
あ
り
な
が
ら
保
護
司
を

や
り
始
め
た
。
自
分
の
気

持
ち
を
収
め
る
た
め
に
。

そ
れ
か
ら
17
年
が
過
ぎ

た
。

契沖の供養塔

　

市
民
が
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
消
費
者
問
題
に
関

す
る
知
識
を
習
得
し
、
自

立
し
た
消
費
者
を
目
指
す

た
め
の
消
費
生
活
入
門
講

座
が
５
月
23
日
〜
25
日
の

３
日
間
、
八
尾
市
立
く
ら

し
学
習
館
（
八
尾
市
本
町

３
―
10
―
10
）
で
開
講
さ

れ
た
。

　

講
師
と
し
て
、
行
政
か

ら
八
尾
市
健
康
福
祉
課
の

西
田
一
明
参
事
、
消
防
本

部
の
森
本
勝
久
消
防
長
、

魅
力
創
造
部
の
新
堂
剛
部

長
ら
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ

れ「
コ
ロ
ナ（
感
染
症
）
禍

で
の
予
防
と
く
ら
し
」「
地

震
や
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
」「
地
産
地
消
と
エ

シ
カ
ル
消
費
」と
題
し
て
暮

ら
し
に
直
結
す
る
専
門
分

野
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

　

開
講
の
挨
拶
と
と
も
に

⻆
田
禮
子
八
尾
市
消
費
問

題
研
究
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

関
西
消
費
者
連
合
会
会
長

が
昨
年
度
に
受
け
た
相
談

事
例
の
紹
介
と
悪
質
化
す

る
消
費
者
問
題
へ
の
注
意

喚
起
を
呼
び
掛
け
、
八
尾

警
察
署
の
西
川
敦
生
活
安

全
課
長
は
巧
妙
化
す
る
特

殊
詐
欺
の
現
場
を
自
ら
被

疑
者
役
と
な
っ
て
再
現
。

最
終
日
に
登
壇
し
た
山
口

孝
満
八
尾
商
工
会
議
所
会

頭
は
、
観
光
協
会
の
理
事

長
を
兼
務
す
る
立
場
か
ら

２
０
２
５
年
大
阪
関
西
万

博
に
向
け
た
八
尾
の
魅
力

発
信
へ
の
意
気
込
み
を
述

べ
た
。

　

受
講
者
は
抽
選
で
選
ば

れ
た
約
20
人
余
の
主
婦
ら

消
費
生
活
入
門
講
座

暮
ら
し
に
直
結
す
る
専
門
分
野
分
か
り
や
す
く

八
尾
市
立
く
ら
し
学
習
館

で
、
最
終
日
に
新
堂
部
長

よ
り
修
了
証
が
贈
ら
れ

た
。
問
い
合
わ
せ
は
同
館

（
☎
０
７
２
―
９
２
２
―

８
８
７
９
）
へ
。

　

柏
原
市
出
身
の
弁
護

士
、
橋
本
豊
さ
ん
（
57
）

＝
写
真
＝
を
取
材
し
た
。

地
元
の
小
学
校
か
ら
東
大

寺
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
へ
進
み
、
東
京
大
学
法

学
部
で
学
ん
だ
。

　

す
ぐ
に
弁
護
士
に
な
っ

た
の
か
と
思
い
き
や
、
そ

う
で
は
な
く
、
大
手
会
計

事
務
所
に
入
り
、
国
内
だ

け
で
な
く
米
国
で
も
活
躍

人
と
水
都
法
律
事
務
所
を

立
ち
上
げ
た
。
不
動
産
を

中
心
に
民
事
事
件
を
主
に

扱
う
が
、
依
頼
が
あ
れ
ば

刑
事
事
件
も
扱
う
。

　

多
様
化
す
る
社
会
に
お

い
て
、
新
し
い
揉
め
事
や

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

常
に
新
し
い
情
報
を
得

て
、
研
究
・
研
鑽
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

取
材
を
終
え
、
雑
談
の

中
で
「
柏
原
市
に
友
人
が

住
ん
で
い
ま
す
。
ご
存
じ

で
す
か
」
と
聞
い
た
。
す

る
と
、
そ
の
友
人
の
家
と

し
た
。

　

働
き
な

が
ら
、
こ

の
ま
ま
仕

事
に
忙
殺

さ
れ
て
一

生
を
終
え

る
の
に
疑

問
を
持
ち

始
め
た
。

そ
し
て
、

独
立
し
自
分
の
道
を
歩
こ

う
と
決
心
。
学
生
時
代
の

教
科
書
を
引
っ
張
り
出

し
、
弁
護
士
に
な
る
た
め

の
勉
強
に
取
り
掛
か
っ

た
。

　

１
９
９
９
年
、
33
歳
で

司
法
試
験
に
合
格
し
た
。

２
０
０
１
年
に
弁
護
士
登

録
、
２
年
間
の
研
修
期
間

を
終
え
、共
同
経
営
３
年
。

２
０
０
６
年
に
同
期
の
友

橋
本
弁
護
士
の
実
家
は
近

く
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き

合
い
を
し
て
い
た
と
い

う
。
世
間
の
狭
さ
に
驚
き

を
隠
せ
な
か
っ
た
。

常に研究・研鑽
柏原市出身の弁護士
橋本　豊 さ　　ん

弁護士　橋本豊
大阪市北区西天満5-1-9
大和地所南森町ビル2階
TEL 06―6311―5881
FAX 06―6311―5882

水都法律事務所

対
象
者
と
接
し

て
学
ぶ
こ
と

　
「
対
象
者
を
通
じ
て
学

ぶ
こ
と
は
『
忍
耐
』
で
す

ね
。
保
護
司
を
務
め
る
こ

と
は
『
自
分
自
身
を
成
長

さ
せ
る
た
め
の
糧
』
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思

わ
な
い
と
待
て
ど
暮
ら
せ

ど
（
対
象
者
は
）
来
な
い

で
す
か
ら
ね
。
ぐ
っ
と
こ

ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
で
な
い
と

次
に
会
っ
た
と
き
に
表
情

に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
今

は
う
ま
く
や
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
人
間
的
に

成
長
し
た
な
と
思
い
ま

す
」
と
赤
塚
副
会
長
は
笑

う
。

て
動
員
さ
れ
た
。
何
年
に

行
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い

が
、
次
の
よ
う
な
手
紙
が

届
い
た
。

　
「
同
じ
所
へ
働
い
て
い

る
人
の
中
に
國
坂（
隣
村
）

の
岡
野
さ
ん
と
い
う
方
が

お
ら
れ
、
友
達
に
な
り
親

し
く
し
て
い
る
。
近
く
帰

国
さ
れ
る
そ
う
だ
か
ら
何

か
を
こ
と
づ
け
よ
う
と
思

っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て

い
た
の
で
母
は
喜
ん
で
い

た
。

　

そ
し
て
岡
野
さ
ん
は
１

カ
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
帰

っ
て
き
て
、「
福
山
さ
ん

か
ら
こ
と
づ
か
っ
た
品
で

す
」
と
本
革
の
手
提
げ
鞄

を
届
け
て
く
れ
た
。だ
が
、

そ
の
よ
う
な
立
派
な
革
鞄

を
持
っ
て
い
る
友
達
は
お

ら
ず
、
し
ば
ら
く
は
恥
ず

か
し
く
て
学
校
へ
は
持
っ

て
行
か
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
本
革
で
あ
っ
た

が
、
着
色
加
工
が
施
さ
れ

て
お
ら
ず
、
な
め
し
皮
そ

の
も
の
で
、
肌
色
の
ま
ま

の
た
め
、
格
好
が
悪
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

父
帰
国
す
る
も
船
が
撃
沈

さ
れ
る

　

昭
和
19
年
６
月
ご
ろ
、

米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
上

陸
し
た
の
で
、
海
南
島
も

危
な
く
引
き
揚
げ
命
令
が

発
令
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　

岡
野
さ
ん
は
父
よ
り
２

カ
月
ほ
ど
早
く
、
船
は
撃

沈
さ
れ
ず
に
荷
物
も
助
か

っ
た
が
、
父
の
乗
っ
た
船

は
帰
国
が
遅
く
、
戦
況
は

悪
化
し
て
お
り
、
海
南
島

か
ら
台
湾
ま
で
に
１
度
撃

沈
さ
れ
助
か
っ
た
が
、
次

に
台
湾
か
ら
沖
縄
ま
で

に
、
ま
た
撃
沈
さ
れ
た
。

父
は
、「
た
く
さ
ん
死
者

も
出
た
が
、
俺
は
東
郷
池

と
日
本
海
の
荒
海
で
育
っ

た
か
ら
泳
ぎ
に
は
自
信
が

あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た

が
、
船
が
撃
破
さ
れ
沈
没

し
た
の
で
荷
物
は
助
か
ら

ず
、
父
は
「
海
に
逃
れ
８

時
間
泳
い
で
い
て
助
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。
そ

の
心
境
や
、
い
か
ば
か
り

だ
っ
た
ろ
う
か
。

七
夕
の
夜
、
裸
一
貫
で
帰

っ
て
き
た

　

昭
和
19
年
の
七
夕
の

夜
、何
の
知
ら
せ
も
な
く
、

ポ
ツ
ン
と
帰
っ
て
き
た
。

荷
物
は
風
呂
敷
づ
つ
み
１

個
だ
け
で
あ
っ
た
。
純
白

の
砂
糖
１
袋
と
お
菓
子
は

軍
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
お
菓
子
は
ど
ん

な
の
か
忘
れ
た
が
、
甘
さ

が
腹
に
染
み
渡
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

　

私
た
ち
家
族
は
祖
母

ツ
ネ
（
80
歳
ぐ
ら
い
）、

母
す
え
（
30
）、
姉
皓
子

（
11
）、
琢
磨
（
10
、
国
民

学
校
４
年
）、妹
美
鶴（
８
）

弟
志
磨
男
（
７
）
の
６
人

で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
は
晴

天
で
雲
一
つ
な
く
、
星
空

は
さ
え
わ
た
っ
て
い
た
。

七
夕
に
ふ
さ
わ
し
く
大
空

に
は
天
の
川
が
白
く
南
北

に
か
か
っ
て
い
た
。

（
つ
づ
く
）
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あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

子
ど
も
の
短
所
ば
か
り

目
が
つ
き
、
そ
こ
を
直
そ

う
と
必
死
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
短
所
を
直
す
関
わ

り
ば
か
り
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
本
人
が
ま
だ

気
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う

な
小
さ
な
長
所
を
見
つ
け

て
あ
げ
て
、
伝
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ

う
に
し
て
子
ど
も
の
長
所

を
見
つ
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
「
子
ど
も
の
自

慢
し
た
い
部
分
を
３
つ
挙

げ
る
と
す
る
と
？
」
と
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
「
優
し
い
子
」

と
思
い
つ
い
た
な
ら
ば
、

「
ど
ん
な
と
き
に
そ
の

優
し
さ
が
出
て
く
る
の

か
？
」
と
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

す
る
と
小
さ
な
な
得
意

を
見
つ
け
て
あ
げ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
こ
と
を
伝

え
て
あ
げ
る
こ
と
で
自
分

の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
を
つ
け
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
褒
め
た

あ
と
に
余
計
な
一
言
を
付

け
加
え
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
「
も
う
少
し
こ
れ
が
で

き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に

…
」

　

褒
め
な
が
ら
も
、
足
り

な
い
所
を
指
摘
し
た
褒
め

方
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
褒
め
ら
れ

た
は
ず
が
、
褒
め
ら
れ
た

気
持
ち
に
な
ら
ず
に
「
ダ

メ
だ
っ
た
の
か
？
」
と
思

わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
の
で
、
先
を
見
据
え

た
関
わ
り
が
度
を
越
し

て
、
親
の
欲
が
出
て
こ
な

い
よ
う
に
し
、
認
め
る
と

こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
認
め

て
あ
げ
る
こ
と
で
子
ど
も

は
実
感
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
し
っ
か
り
と

認
め
て
あ
げ
る
と
、
自
然

と
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
る
伸
び
し
ろ
に

気
が
付
く
子
に
な
り
ま
す
。

　

先
に
先
に
課
題
を
見
つ

け
る
よ
り
も
、
今
で
き
て

い
る
こ
と
を
認
め
て
あ
げ

る
観
察
力
を
親
が
養
う
こ

と
で
、
子
ど
も
は
自
信
が

つ
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

や
好
奇
心
が
育
ま
れ
て
自

年
）、
初
め
て
江
戸
に
入

っ
た
西
郷
は
有
村
俊
斎
と

樺
山
三
円
に
再
会
し
酒
を

酌
み
交
わ
し
ま
す
。
海
音

寺
潮
五
郎
著
「
西
郷
隆
盛

（
一
）」（
角
川
文
庫
）
で

は
国
元
の
友
人
ら
の
こ
と

や
出
来
事
を
「
吉
之
助
が

語
り
、
二
人
は
熱
心
に
聞

い
た
。
…
吉
之
助
は
あ
ま

り
酒
量
が
な
い
。
ほ
ん
の

数
は
い
で
ほ
ろ
ほ
ろ
と
酔

っ
て
、
肉
の
厚
い
大
き
な

顔
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
い

た
」
と
描
写
。
後
日
、
西

郷
は
憧
れ
て
い
た
藤
田
東

湖
を
訪
問
す
る
と
「
薩
摩

か
ら
豪
傑
が
二
人
見
え

た
。
酒
が
あ
る
べ
き
じ
ゃ

ろ
う
」。「
天
性
、
酒
が
そ

う
い
け
な
い
吉
之
助
で
あ

っ
た
が
、
東
湖
の
天
衣
無

縫
な
飲
み
ぶ
り
を
見
て
い

て
何
と
な
く
い
い
気
持
に

な
っ
た
。
酒
が
う
ま
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
」。
ア

メ
リ
カ
和
親
条
約
や
ア
ヘ

ン
な
ど
の
時
勢
談
で
盛
り

上
が
っ
て
い
る
と
「
自
分

ば
か
り
上
機
嫌
に
な
っ
て

は
、
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
ぞ

え
」
と
東
湖
の
老
母
が
登

場
す
る
な
ど
愉
快
な
場
面

が
続
き
ま
す
。

　

酒
の
失
敗
談
も
あ
り
ま

す
。
磯
田
道
史
著
「
素
顔

の
西
郷
隆
盛
」（
新
潮
新

書
）
の
「
豪
傑
・
藤
田
東

湖
の
家
で
酩
酊
」
か
ら
引

き
ま
す
と
―
。

　
「
二
人
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
談
義
す
る
う

ち
、
西
郷
は
蔵
の
前
で
げ

え
げ
え
吐
い
て
し
ま
い
、

東
湖
に
介
抱
さ
れ
た
と
い

　
「
酒
は
飲
ん
で
も
、
酒

に
飲
ま
れ
る
な
」。
決
し

て
酒
は
強
く
は
な
い
が
酒

席
の
多
か
っ
た
父
の
口
癖

で
し
た
。１
９
８
０
年
代
、

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
時
代
の
こ
と
。
台

湾
・
台
北
な
ど
で
受
け
た

熱
烈
歓
迎
は
紹
興
酒
に
よ

る
「
乾
杯
」
で
文
字
通
り

飲
み
干
し
た
よ
と
見
せ
る

も
の
で
す
。
避
け
る
に
は

「
目
を
合
わ
さ
な
い
こ
と
」

だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

目
が
合
い
反
射
的
に
「
乾

杯
！
」。
頭
は
ガ
ン
ガ
ン
、

酔
眼
朦
朧
、
爆
睡
に
懲
り

て
そ
れ
以
降
は
下
戸
宣
言

で
す
。

　

西
郷
さ
ん
は
酒
豪
で
し

ょ
う
か
。
あ
ま
り
酒
席
の

話
題
が
な
い
の
で
探
し
て

み
ま
し
た
。

　

安
政
元
年
（
１
８
５
４ 読読

楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書
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う
の
は
有
名
な
話
で

す
」
と
紹
介
し
、「
東

湖
の
虎
の
よ
う
な

豪
傑
さ
と
大
変
な
知

性
の
ス
ケ
ー
ル
に
圧

倒
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
」と
想
像
。そ
し
て
、

著
者
は
「
酔
っ
て
吐

い
た
の
は
も
と
も
と
酒
が

強
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
徳
田
秀
子
・
西

郷
隆
夫
・
若
松
宏
共
著「
西

郷
の
妻
―
西
郷
隆
盛
と
妻

イ
ト
の
生
涯
」（
ナ
ン
シ

ュ
ウ
）
で
徳
田
秀
子
さ
ん

は
明
治
７
年
の
頃
「
毎
朝

６
時
に
起
き
て
、
温
泉
に

入
り
、
朝
食
を
終
え
る
と

狩
り
に
出
か
け
夕
方
帰
っ

て
き
て
ま
た
温
泉
に
浸
か

り
、
少
し
の
焼
酎
を
晩
酌

に
食
事
を
し
て
、
本
を
読

み
、
11
時
ご
ろ
に
寝
て
い

た
そ
う
で
す
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

藤
田
東
湖
は
西
郷
の
人

格
、
人
間
形
成
に
も
大
い

な
る
影
響
を
与
え
た
大
豪

傑
で
あ
り
大
学
者
で
す
。

西
郷
は
見
か
け
に
よ
ら
ず

下
戸
で
日
本
酒
も
焼
酎
も

嗜
む
程
度
で
下
戸
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

茶話会の後、化粧品の使い心地を
試すウクライナ避難民

葬
式
行
列
が
歩
い
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
今
日
は
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
と
思
っ
て
大
井
交
番
前

の
三
叉
路
に
向
か
う
。
往
来
が
な
く

な
っ
た
瞬
間
、
車
用
と
歩
行
者
用
の

全
て
の
信
号
が
青
に
な
っ
た
。
こ
こ

が
ス
タ
ー
ト
だ
。

　

あ
と
は
簡
単
だ
。
ス
ー
パ
ー
丸
本

の
前
の
空
き
家
。
水
が
抜
か
れ
た
市

営
プ
ー
ル
。
洞
福
寺
に
あ
る
首
無
し

地
蔵
。
私
の
探
偵
事
務
所
の
裏
に
あ

る
標
高
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

山
、
そ
の
頂
上
に
あ
る
由
来
不
明
の

「
平
和
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

　

ど
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
も
、
最
後

は
こ
こ
、
私
の
探
偵
事
務
所
に
た
ど

り
着
く
。
玄
関
か
ら
入
り
、
勝
手
口

か
ら
出
る
と
、
裏
山
が
す
ぐ
そ
こ
に

迫
っ
て
い
る
。
そ
の
斜
面
は
、
崩
落

を
防
ぐ
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補

強
さ
れ
て
い
る
が
、
ぽ
っ
か
り
と
穴

が
空
い
て
い
る
。
男
性
１
人
が
余
裕

で
入
れ
る
大
き
さ
の
こ
の
穴
は
、
正

確
な
ル
ー
ト
を
通
っ
た
と
き
だ
け
現

れ
る
。

　

懐
中
電
灯
で
中
を
照
ら
し
な
が
ら

進
む
。
こ
の
横
穴
は
ず
っ
と
水
平

で
、
一
番
奥
に
た
ど
り
着
く
ま
で
１

時
間
、
つ
ま
り
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
裏
山
は
そ
ん
な
に
大
き
い

わ
け
が
な
い
。

　

１
時
間
歩
い
た
こ
ろ
、
明
か
り
が

緑
色
の
も
の
を
照
ら
し
た
。
最
深
部

だ
。
緑
色
の
も
の
は
行
き
止
ま
り
の

壁
。
そ
の
壁
一
面
が
エ
メ
ラ
ル
ド
の

よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
壁
の
中
に
は

男
が
い
た
。
私
は
腕
を
緑
色
の
壁

に
突
っ
込
む
。
固
そ
う
に
見
え
る

が
、ゼ
リ
ー
並
み
の
柔
ら
か
さ
だ
。

ず
ず
ず
っ
と
男
を
引
き
抜
く
。

　

何
度
か
男
の
顔
を
叩
く
と
、
静

か
に
目
を
開
い
た
。

　
「
あ
な
た
は
田
中
寿
一
さ
ん
で
す

ね
？
」

　

５
秒
ほ
ど
の
沈
黙
。

　
「
田
中
寿
一
。
私
は
田
中
寿
一
さ

ん
」

　

男
は
、
ひ
と
り
で
立
ち
上
が
り
、

明
か
り
も
照
ら
さ
ず
に
ス
タ
ス
タ
と

出
口
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
。

　

毎
回
こ
の
反
応
だ
。
こ
の
街
で
い

な
く
な
っ
た
父
親
は
、こ
こ
か
ら「
発

掘
」
さ
れ
る
。
彼
ら
が
元
々
の
父
親

と
同
一
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
少

　
「
そ
れ
で
、
い
な
く
な
っ
た
の
は

や
は
り
旦
那
様
で
す
か
」

　
「
え
え
…
田
中
寿
一
、
旦
那
で
す
。

や
は
り
と
い
う
の
は
？
」

　
「
い
や
、
大
し
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
勘
と
言
い
ま
す
か
」

　

こ
の
街
で
は
、
少
な
く
と
も
年
に

30
人
、
父
親
が
失
踪
す
る
。
人
口
４

万
人
の
街
と
し
て
は
異
常
な
多
さ

だ
。

　
「
縁
も
な
い
こ
の
街
に
引
っ
越
し

て
す
ぐ
の
こ
と
で
、
頼
れ
る
人
が
お

ら
ず
、警
察
に
相
談
し
ま
し
た
。

で
す
が
成
人
男
性
の
こ
と
な
の

で
、
真
剣
に
取
り
合
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
探
偵
事
務
所
へ

の
依
頼
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
」

　
「
分
か
り
ま
し
た
。
も
う
安

心
し
て
く
だ
さ
い
」※

　

何
カ
所
か
候
補
が
あ
る
。
ま
ず
は

臼
井
３
丁
目
の
踏
切
。
電
車
が
来
な

い
14
時
44
分
に
３
回
だ
け
警
告
灯
が

点
滅
す
る
時
が
あ
る
。
今
日
は
光
ら

な
い
。

　

粟
田
神
社
の
旧
参
道
に
あ
る
古
い

鳥
居
。「
中
に
入
れ
て
」
と
大
泣
き

す
る
幼
児
の
声
が
聞
こ
え
る
時
が
あ

る
。
今
日
は
聞
こ
え
な
い
。

　

佐
田
山
ト
ン
ネ
ル
。
対
向
車
線
を

小
説こ

の
街
の
日
常

中
森
臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

「西郷の妻」表紙

下
戸
だ
っ
た
西
郷

然
と
自
己
肯
定
感
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
関
わ
り
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
ま
ず
は
親
自

身
が
自
分
の
良
い
所
を
３

つ
挙
げ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に

「
優
し
い
」
と
思
っ
た
ら

な
ら
ば
、
自
分
が
ど
ん
な

と
き
に
優
し
さ
を
発
揮
し

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
本
来
持
っ

て
い
る
資
質
で
あ
っ
て
、

そ
こ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
で
自
分
の
得
意
と
な

り
、
心
の
安
定
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

足
り
て
い
な
い
こ
と
が

目
に
つ
き
や
す
い
タ
イ
プ

の
親
は
自
分
自
信
に
も
厳

し
く
て
、
完
璧
主
義
で
あ

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
今
あ
る
所
を
発

見
す
る
力
を
養
っ
て
い
け

ば
心
の
安
定
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

家
族
で
お
互
い
の
良
い

所
を
３
つ
言
い
合
う
時
間

を
持
つ
の
も
い
い
で
す

ね
。

　

同
じ
優
し
さ
で
も
、
ま

た
違
っ
た
優
し
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
他
者
の
優

し
さ
に
も
気
づ
く
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
エ
ッ
セ
ー
⑦

子
ど
も
を
観
察
す
る
力

Ｂ
Ｙ
Ｂ
Ｓ
非
認
知
能
力
育
児
コ
ー
チ

東
口
る
み

詩
の
窓

虎
に
な
り
た
か
っ
た
猫

丁
章（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

路
地
裏
で
生
ま
れ
育
っ
た
捨
て
猫
は

人
間
ど
も
の
表
も
裏
も
と
く
と
見
せ
つ

け
ら
れ
た
。

飼
い
慣
ら
そ
う
と
す
る
手
も

や
っ
と
す
り
抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

蹴
飛
ば
そ
う
と
す
る
足
や

虎
が
人
を
喰
ら
う
と
い
う
話
を

そ
の
捨
て
猫
は
耳
に
し
た
の
だ
。

深
夜
の
月
明
か
り
の
下

咆
吼
が
轟
く
動
物
園
の
壁
を
越
え

無
情
な
檻
の
前
に
辿
り
着
き

檸
猛
な
美
声
の
主
を
前
に
し
て

あ
な
た
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

虎
に
な
る
術
を
猫
は
問
う
た
。

す
る
と
両
眼
の
閃
光
を
振
り
向
け

牙
を
あ
ら
わ
に
虎
は
啓
示
を
下
し
た
。

　

洞
窟
の
中
で
詩
だ
け
を
食
っ
て
生
き

よ
　

な
ら
ば
お
ま
え
も
虎
に
な
れ
る
だ
ろ

う猫
は
小
さ
く
う
な
ず
き

貫
か
れ
る
視
線
を
い
つ
ま
で
も
背
に
感

じ
な
が
ら

飛
ぶ
よ
う
に
裏
山
の
洞
窟
へ
と
走
り
に

走
っ
た
。

も
ぐ
り
込
ん
だ
洞
窟
で
独
り

自
ら
絞
り
出
し
た
わ
ず
か
な
詩
で
飢
え

を
し
の
ぎ

虎
の
教
え
の
と
お
り
ひ
た
す
ら
生
き
て

い
る
と

或
る
日

猫
は
我
が
身
が
変
身
し
た
の
を
自
覚
す

る
に
至
っ
た
の
だ
。

そ
の
姿
を
見
よ
う
と
し
て
洞
窟
を
飛
び

出
し

森
深
く
に
鎮
座
す
る
湖
の
水
面
に
我
が

身
を
映
す
と

猫
が
そ
こ
に
見
た
の
は
虎
の
姿
で
は
な

く独
り
屹
立
す
る
人
の
姿
だ
っ
た
。

　

そ
う
だ
。
こ
う
し
て
ひ
と
り
の
サ
ラ

ム
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日

本
へ
来
た
避
難
民
が

１
、
０
０
０
人
を
超
え

た
。
そ
れ
に
よ
り
様
々

な
問
題
が
出
て
い
る

が
、
言
葉
や
生
活
習
慣

の
違
い
に
よ
る「
孤
独
」

も
そ
の
１
つ
。
子

ど
も
を
頼
っ
て
き

た
高
齢
の
親
は
、

昼
間
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
。
子
や
孫
は
仕

事
や
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
で
忙
し
く
、

ど
う
に
も
仕
方
な

い
状
況
だ
。

　

日
本
ウ
ク
ラ
イ

ナ
文
化
交
流
協
会

（
八
尾
市
山
本
町

南
６
―
２
―
29
）

で
は
、
そ
ん
な
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
「
孤
独
」
を
解
消
し

よ
う
と
、
茶
話
会
を
始

め
た
。
５
月
21
日
に
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

＆
ｅゆ

ｕう

（
大
阪
市
天
王

寺
区
上
本
町
６
）
で
１

回
目
が
開
催
。
参
加
者

は
喜
び
、
２
時
間
半
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。

　

桃
谷
順
天
館
グ
ル
ー

プ
（
大
阪
市
中
央
区
上

本
町
１
―
４
―
１
）
か

ら
化
粧
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ

り
、
避
難
民
は

嬉
し
そ
う
に
会

場
を
後
に
し

た
。

　

同
グ
ル
ー
プ

は
同
協
会
に
化

粧
品
１
０
０
セ

ッ
ト
を
寄
贈
す

る
な
ど
、
今
後

も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
の
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
。

　

茶
話
会
を
開
催
す
る

上
で
、
年
齢
層
や
生
活

階
層
の
違
い
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同

協
会
は
行
政
で
は
難
し

い
心
の
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
。

　参加者の視線が２人に集まる。
　「そうよ、はっきりしなさいよ」
　さっき百人一首も知らないくせにと夫に言った奥さんが
突っ込む。そうだそうだの声が上がる。
　「勿論好きですよ」
　そう答える成平に客は納得しない。
　「プロポーズするの、しないの」
　さらに突っ込まれる。成平は助けを求めるようにママの
方を見て言う。
　「娘さんと付き合っても…。あのー、結婚させて下さい」
　ママはどう言っていいか少しぽかんとしている。恬子は
少しふくれて成平に言う。
　「どうして私に言わないのよ。私も何て答えようか一杯
考えていたのよ。断り方」

　恬子が断り方と言ったものだから一瞬店内が静かにな
る。
　「とりあえずそう言おうと思っていたのよ。私は成平さ
んに相応しくないって。それでも本気で好きって言ってく
れるなら、はいって言おうと思ってたのよ。ストーリーが
いるの私は」
　全員ほっとし、富田が言う。
　「まどろっこしいことはもういい。それじゃ２人にオー
ケーのキスをしてもらおう。勿論ディープキスしかない」
　客は酔っている。２人は寄り添い軽く口づけした。ここ
で拍手が起こる。主演女優の影が薄くなったのを意識して
戸田が言う。
　「この際、ママと私もチューというのはどう」
　しかし、この発言に富田と大伴がにらむ。勿論他の客も
納得しない。
　ここで富田が成平の方を向いて言う。
　「小野小町は謎の女性だが、その謎を紫式部が知ってい
て源氏物語のどこかに書き込んだというのは面白い見方だ
と思うねえ。もっと別の部分にも書き込まれているかも知
れないよ。小町の祖父という説もある小野篁と紫式部の墓
が京都市北区紫野御所田町（堀川通北大路下る）に並んで
建てられていることからも小野氏と紫式部との関係が推測
できる。ただ小町が阿保親王の時代だとすると祖父が篁と
いう話は年齢が合わない。むしろ父親じゃないのかなあ。
ひょっとしてこれは大伴さんが言うべき珍説だ。こりゃま
た失礼した。私はお呼びでない、お呼びでないようだ。小
町の話はさて置き、まあ今日は飲もうじゃないか」

百人一首殺人事件

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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チ
グ
サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
６
月
３
日
に
フ
ェ
ニ

ー
チ
ェ
堺
（
堺
市
堺
区
翁

橋
町
２
）
で
、
６
月
４
日

に
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都

（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
最

勝
寺
町
13
）
で
開
催
さ
れ

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る

伊
藤
千
草
さ
ん
（
68
、
八

尾
市
在
住
）
は
、
温
故
知

新
の
精
神
を
基
に
、
着
物

地
・
帯
地
で
作
っ
た
衣
装

で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
に
モ
デ
ル
と
し
て
出

演
す
る
だ
け
で
な
く
、
演

出
・
構
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
際
映
画
祭

の
監
督
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
長
編
映
画
「
に
し

き
た
シ
ョ
パ
ン
」
の
竹
本

祥よ
し

乃の

監
督
が
、
チ
グ
サ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
着
て
の

外
国
語
作
品
部
門
最
優
秀

監
督
賞
受
賞
を
果
た
し
た
。

　

作
品
の
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
に
は
シ
ョ
パ
ン
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
名
曲
、

そ
し
て
近
藤
浩
平
作
曲
の

左
手
の
ピ
ア
ノ
曲
な
ど
音

楽
が
流
れ
る
。
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
シ
ー
ン
で

使
用
さ
れ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
バ
ー
ジ
ョ
ン

は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
ド
ラ

マ
・
ア
ニ
メ
・
映
画
「
の

だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
の

作
編
曲
お
よ
び
演
奏
収

録
・
演
技
指
導
を
し
た
沼

光
絵
理
香
さ
ん
に
よ
る
編

集
・
演
奏
が
収
録
。

　

ピ
テ
ィ
ナ
な
ど
多
く
の

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
受

賞
歴
を
持
つ
凛
子
役
の
水

田
汐
音
さ
ん
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
立
シ
ョ
パ
ン
音
楽
大

学
卒
業
の
野
々
村
亜
梨
沙

さ
ん
な
ど
出
演
者
自
ら
に

よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
シ
ー
ン

は
心
に
迫
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
多
く

の
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

る
ほ
ど
チ
グ
サ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
大
好
評
で
、
日

本
伝
統
文
化
で
あ
る
着
物

地
と
共
に
、
八
尾
市
か
ら

世
界
に
出
た
第
一
歩
の
瞬

間
だ
。

11
月
に
は
、
ド
バ
イ
で

開
催
さ
れ
る
予
定
。
チ
グ

サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

目
が
離
せ
な
い
。

　

倒
産
、
う
つ
病
、
引
き

こ
も
り
…
。
数
々
の
挫
折

を
克
服
し
た
著
者
が
体
験

を
ベ
ー
ス
に
書
き
下
ろ
し

た
。
関
西
大
学
卒
業
後
、

塾
を
開
き
、
関
西
を
中
心

に
塾
生
８
、
０
０
０
人
ま

で
広
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、

共
同
経
営
者
と
馬
が
合
わ

ず
、
塾
を
離
れ
る
。
そ
の

後
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

き
、
教
室
を
増
や
す
が
、

時
代
の
流
れ
と
合
わ
ず
、

倒
産
。
う
つ
病
に
な
り
、

家
に
引
き
こ
も
っ
た
。

　

妻
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
55
歳
の
と
き
に

社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
こ
か
ら
は
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
未

来
を
立
ち
上
げ
た
。

　

講
演
家
で
ク
ロ
フ
ネ
カ

ン
パ
ニ
ー
社
長
の
中
村

文
昭
さ
ん
（
53
）
が
「
ど

ん
底
の
加
平
さ
ん
を
僕
は

知
っ
て
い
る
け
ど
、
今
、

人
に
光
を
与
え
ら
れ
て
い

る
加
平
さ
ん
、
嬉
し
い
」

と
本
書
を
推
薦
し
て
い
る
。

　

内
面
対
話
で
自
分
を
認

め
、
褒
め
る
と
潜
在
意
識

で
醸
造
さ
れ
、
自
信
が
つ

き
、プ
ラ
ス
思
考
と
な
り
、

人
生
が
開
け
る
。
こ
の
こ

と
を
つ
ま
ず
い
て
い
る
若

い
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
一
心
で
上
梓
し
た
。

　

９
月
３
日
に
は
出
版
記

念
講
演
会
が
み
せ
る
ば
や

お
（
八
尾
市
光
町
２
―
６

０
、
リ
ノ
ア
ス
８
階
）
で

開
か
れ
る
予
定
。
問
い
合

わ
せ
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
ど
も
未
来
（
☎
０
９
０

―
８
４
６
７
―
４
３
８

３
）
へ
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
未
来
の
辻
本
加
平
代
表
理
事
（
74
）

が
６
冊
目
の
本
を
出
版
し
た
。「『
自
分
大
好
き
』
か
ら
『
未
来
大

好
き
』
に
！
」（
幻
冬
舎
、
定
価
１
、
４
３
０
円
・
税
込
み
）
だ
。

副
題
は
「
自
己
肯
定
感
を
高
め
れ
ば
人
生
は
輝
き
だ
す
」。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
未
来

代
表
理
事

辻
本
加
平
さ
　
　
ん

　

子
ど
も
の
才
能
を
伸
ば

す
親
の
特
徴
に
、
子
ど
も

を
観
察
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。

　

観
察
は
小
さ
な
変
化
や

小
さ
な
得
意
を
見
つ
け
て

し
性
格
が
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
失

踪
の
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
納
得
さ
れ
る
。

　

彼
ら
を
こ
こ
で
「
発
掘
」
す
る
の
が
う

ち
の
家
業
だ
。
曾
祖
父
の
代
ま
で
は
神
主

だ
っ
た
の
だ
が
、
祀
っ
て
い
た
神
様
が
あ

ま
り
に
も
異
形
だ
っ
た
た
め
政
府
に
廃
さ

れ
た
。
だ
が
、
失
踪
者
は
現
れ
る
。
そ
れ

で
始
め
た
の
が
探
偵
業
だ
。

　

今
で
も
失
踪
す
る
父
親
は
後
を
絶
た

ず
、「
発
掘
」
は
続
い
て
い
る
。

ウクライナ避難民 心のケア
●  茶 話 会 開 く  ●

フェニーチェ堺で披露されたチグサ・コレクション

八尾市から世界へ
チグサ・コレクション

「
自
分
大
好
き
」か
ら

「
未
来
大
好
き
」に
！
上 梓

６冊目の本を持つ
辻本加平さん
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長尾和宏ライブ
勝手にコロナ明け宣言
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明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
に
珍

客
が
現
れ
た
。
日
本
語
教
師
の
ア
レ
ク
セ
イ
先
生

と
一
緒
に
入
っ
て
き
た
の
は
ち
ょ
び
髭
の
日
本
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

　
「
水
本
さ
ん
は
有
名
な
方
で
、
い
ち
早
く
ウ
ク

ラ
イ
ナ
入
り
し
て
取
材
を
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
へ

戻
る
前
に
リ
ヴ
ィ
ウ
で
滞
在
さ
れ
て
い
る
の
で
、

日
本
語
ク
ラ
ブ
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　

先
生
の
紹
介
を
聞
い
て
、
学
生
た
ち
の
目
は
輝

い
て
い
る
。
先
生
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
コ
ー
ヒ

ー
を
注
文
す
る
や
否
や
、
男
子
学
生
が
手
を
挙
げ

た
。

　
「
最
も
印
象
的
な
所
は
ど
こ
で
し
た
か
」

　

ち
ょ
び
髭
を
撫
で
な
が
ら
答
え
る
。

　
「
ブ
チ
ャ
と
イ
ル
ピ
ン
で
す
。
首
の
な
い
ご
遺

体
に
は
目
を
背
け
た
く
な
り
ま
し
た
。
教
会
裏
に

重
な
り
合
っ
た
ご
遺
体
を
目
に
し
た
と
き
は
、
言

い
知
れ
な
い
怒
り
の
感
情
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し

た
」

　

一
言
も
聞
き
漏
ら

さ
な
い
よ
う
、
学
生

た
ち
は
ち
ょ
び
髭
の

下
で
か
す
か
に
動
く

唇
を
凝
視
し
て
い

る
。

　
「
し
か
し
、
何
よ

り
も
恐
ろ
し
い
の

は
、
慣
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
多
く
の

ご
遺
体
を
見
る
う
ち

に
感
情
が
特
段
動
か

な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
分
に
気
づ

い
た
と
き
、
自
分
自
身
に
対
す
る
嫌
悪
感
に
苛
ま

れ
ま
し
た
」

　

話
を
聞
く
と
、
ロ
シ
ア
軍
が
去
っ
た
後
、
ブ
チ

ャ
や
イ
ル
ピ
ン
へ
物
資
を
運
ぶ
人
が
後
を
絶
た
な

い
よ
う
だ
。
キ
エ
フ
か
ら
出
て
い
る
乗
り
合
い
バ

ス
は
常
に
満
席
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
の
た
め
自
家
用

車
で
行
く
こ
と
は
難
し
い
。
薬
や
パ
ン
な
ど
、
現

地
の
人
に
不
足
し
て
い
る
物
を
聞
き
な
が
ら
持
っ

て
い
く
の
だ
と
い
う
。

　

あ
ん
な
に
酷
い
虐
殺
が
行
わ
れ
た
ブ
チ
ャ
や
イ

ル
ピ
ン
な
の
に
、
国
内
外
に
避
難
し
て
い
た
住
民

は
自
分
の
家
へ
帰
っ
て
い
る
。
銃
撃
を
食
ら
っ
て

穴
だ
ら
け
の
壁
に
は
、
花
の
絵
を
描
い
て
悲
し
み

を
拭
お
う
と
し
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
気
質
に
は
い

つ
も
驚
か
さ
れ
る
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
ど
ん
な

所
で
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
悲
し
み
や
怒
り
を
ア

ー
ト
の
力
で
追
い
払
う
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
198

悲しみや怒りをアートの力で追い払う

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化・スポーツ振興課 072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

え
れ
ば
、『
道
』
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ど
こ
に
お

り
、
何
を
す
れ
ば
『
道
』

に
安
ん
ず
る
こ
と
が
で

き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

何
に
従
い
、

何
に
よ
れ
ば
、

『
道
』
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
」

　

三
た
び
尋
ね
た

が
、
無
為
謂
は
答

え
な
か
っ
た
。
答

え
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
知

は
そ
れ
以
上
、
問
う
こ

と
が
で
き
ず
、
白
水
の

南
に
か
え
り
、
狐こ

闋け
つ

の

上
に
登
っ
て
、
狂
屈
に

出
会
っ
た
。
知
は
同
じ

こ
と
を
狂

屈
に
尋
ね

た
。

　

狂
屈
「
あ
あ
そ
ん
な

ら
、
わ
し
は
知
っ
と
る

よ
。
い
ま
、
お
ま
え
に

話
し
て
あ
げ
よ
う
」

　

と
こ
ろ
が
言
お
う
と

し
て
、
言
い
た
い
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

知
は
問
う
こ
と
が
で

き
ず
、
帝
宮
に
帰
り
、

　

知
が
北
の
玄
水
の
ほ

と
り
に
遊
び
、
隠
の
丘

に
登
っ
て
、
無む

為い

謂い

に

出
く
わ
し
た
。

　

知
「
あ
な
た
に
お
伺

い
し
た
い
こ
と
が
あ

る
。

　

何
を
思
い
、
何
を
考

黄
帝
に
ま
み
え
て
尋
ね

た
。

　

黄
帝
「
思
う
こ
と
な

く
、
考
え
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
、始
め
て
『
道
』

を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。ど
こ
に
も
お
ら
ず
、

何
も
し
な
け
れ
ば
、
は

じ
め
て
『
道
』
に
安
ん

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
う
こ
と
な
く
、
よ

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

『
道
』
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
」

　

知
は
黄
帝
に
尋
ね
て

言
っ
た
。

　
「
わ
た
く
し
と
あ
な

た
は
こ
の
こ
と
を
知

り
、
無
為
謂
と
狂
屈
は

知
ら
な
い
。
い
ず
れ
が

正
し
い
の
で
し
ょ
う

か
」

  

黄
帝
は
言
っ
た
。

　
「
あ
の
無
為
謂
が
真

に
正
し
い
。
狂
屈
は
そ

れ
に
近
い
。
わ
し
と
お

ま
え
は
、
つ
い
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
『
知
る
者
は
言
わ

ず
、
言
う
者
は
知
ら
な

い
。
だ
か
ら
聖
人
は
不

言
の
教
え
を
行
な
う
』

の
だ
」

　
※
無
為
謂
は
「
謂
う

を
為
す
無
し
」で
あ
る
。

無
為
謂

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

二
十
三

二
十
三

　

先
に
二
度
、
量
子
論
に
つ
な

が
る
本
を
紹
介
し
た
が
、
量
子

論
の
歩
み
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
な
哲
学
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
ブ

ー
バ
ー
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た

（
１
９
２
３
年
）。「
出
会
い
の

哲
学
」と
も
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

「
我
と
汝
」
と
は
、
私
の
向
き

合
う
相
手
が
「
汝
」（
あ
な
た
）

で
あ
る
か
、「
そ
れ
」（
彼
、
彼

女
）
で
あ
る
か
に
応
じ
て
人
間

の
態
度
が
二
重
性
を
持
つ
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
相
手

（
そ
れ
）
が
汝
化
す
る
、
あ
る

い
は
汝
が
そ
れ
化
す
る
宿
命
を

持
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
量

子
論
の
言
葉
で
言
え
ば
汝
化
は

励
起
状
態
、
そ

れ
化
は
基
底
状

態
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
出
会

い
と
別
れ
が
彼

の
図
式
に
よ
り

説
明
で
き
る
。

汝
化
は
希
望
で

あ
り
、
そ
れ
化
は
失
望
で
あ
る

と
思
う
が
、
あ
る
い
は
愛
と
無

関
心
の
世
界
の
二
重
性
と
言
え

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ

ス
在
住
の
日
本
人
女
性
ブ
レ
イ

デ
ィ
み
か
こ
が
新
し
い
英
単
語

エ
ン
パ
シ
ー
を
作
り
出
し
た
。

シ
ン
パ
シ
ー
よ
り
も
相
手
に
一

歩
近
づ
く
言
葉
で
あ
る
。

　

拙
著
「
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
―
自
然
認
識
の
歩
み
か
ら
」

（
東
方
出
版
）の
２
章
に
は
、「
量

子
論
と
ブ
ー
バ
ー
の
哲
学
」
―

人
間
存
在
の
量
子
化
と
し
て
、

こ
の
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い

る
。

木
村
寛

（
歩
け
お
ろ
爺
）
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無為謂

も
、
ず
っ
と
続
く
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

世
界
的
規
模
の
史
上
最

大
の
失
敗
、薬
害
で
あ
る
。

　

今
は
ウ
ソ
を
つ
き
通
せ

て
も
、歴
史
が
証
明
す
る
。

単
な
る
「
突
然
死
」
と
し

て
闇
に
葬
ら
れ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
。

　

み
な
さ
ん
の
周
囲
に
も

必
ず
い
る
は
ず
だ
。
い
た

ら
戦
死
者
の
供
養
だ
と

思
っ
て
、
こ
と
の
顛
末
を

教
え
て
欲
し
い
。

　

戦
死
者
を
戦
死
者
と
認

め
な
い
国
や
専
門
家
た
ち

…
そ
ん
な
人
に
は
、
そ
れ

な
り
の
裁
き
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

　

ど
う
し
て
も
日
本
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
比
べ
て
し
ま

う
。

　

戦
死
者
を
悼
む
、
と
い

う
人
間
の
基
本
的
動
作
が

で
き
な
い
国
に
未
来
な
ど

な
い
。

い
る
。
だ
か
ら
僕
は
「
ワ

ク
チ
ン
後
遺
症
」
と
い
う

「
生
き
証
人
」
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
る
。

　

で
も
、
誰
ひ
と
り
国
か

ら
「
ワ
ク
チ
ン
死
」
と
は

認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
い

や
、
最
初
か

ら
認
め
る
気

が
ま
っ
た
く

な
い
。
１
万

人
死
の
う
が

２
万
人
死
の

う
が
絶
対
に

認
め
な
い
。

　

も
し
も
１

人
認
め
た

ら
、
１
万
人

に
広
が
る

し
、
10
万
人

単
位
で
い
る

だ
ろ
う
。

　
「
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
症

候
群
」
の
補

償
に
ま
で
広

が
っ
て
く
る

か
ら
で
あ

る
。

　

そ
う
な
る
と
国
家
財
政

は
破
綻
す
る
。

　

そ
う
、
薬
害
の
規
模
が

大
き
す
ぎ
る
の
だ
。

　

恐
ろ
し
い
こ
と
に
現
在

進
行
形
な
の
だ
。
こ
の
薬

害
訴
訟
は
僕
が
死
ん
だ
後

　

で
も
、
そ
の
田

舎
町
で
は
ま
だ
誰

も
死
ん
で
い
な
い

と
い
う
。
死
ぬ
で

あ
ろ
う
兵
士
や
市

民
の
た
め
の
墓
を

準
備
す
る
人
が
い

る
国
。

　

戦
死
者
に
国
籍
は
な

い
。
ロ
シ
ア
兵
の
た
め
の

墓
ま
で
も
準
備
し
て
い

た
。
国
籍
に
関
係
な
く
戦

死
者
を
悼
む
こ
と
が
で
き

る
国
に
幸
あ
れ
と
思
っ

た
。

　

一
方
、
日
本
に
お
け
る

戦
死
者
の
悼
み
方
は
ど
う

だ
ろ
う
。「
ワ
ク
チ
ン
戦

争
」
の
犠
牲
者
の
こ
と
で

あ
る
。
約
１
、
７
０
０
人

い
る
戦
死
者
の
報
道
を
見

た
こ
と
が
な
い
。

　
「
隠
し
た
い
」「
消
し
去

り
た
い
」
と
い
う
意
図
が

明
確
だ
。

　

約
１
、
７
０
０
人
の
国

が
公
表
し
た
死
者
の
リ
ス

ト
に
は
子
ど
も
た
ち
も
い

る
。
皆
さ
ん
、
さ
ぞ
か
し

無
念
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ

の
世
か
ら
そ
う
叫
ん
で
い

る
気
が
す
る
。

　

国
策
と
い
う
ト
ン
デ
モ

作
戦
に
殺
さ
れ
た
「
戦
死

者
」
た
ち
で
あ
る
。
で

も
、
国
は
「
死
者
に
口
な

し
」
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
て

長尾クリニック院長・医学博士  長尾和宏

大声でつぶやく

けったいな町医者けったいな町医者
88

マルティン・ブーバー著マルティン・ブーバー著 「我と汝・対話」「我と汝・対話」

　

テ
レ
ビ
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
墓
地
を
管
理
す
る
人

を
見
た
。
早
晩
来
る
戦
火

で
の
死
者
の
た
め
の
墓
地

を
掘
っ
て
い
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
兵
だ
け
で
な
く
ロ
シ

ア
兵
の
た
め
の
穴
も
。

　

殉
職
者
の
悼
み
方
を
見

れ
ば
、
そ
の
国
が
ど
ん
な

国
か
よ
く
分
か
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
墓
を
飾
る
花
が

あ
ま
り
に
可
愛
す
ぎ
て
、

感
動
し
た
。

ワクチン戦争の犠牲者1700人

が
排
泄
さ
れ
る
が
、
皮
膚

か
ら
吸
収
し
た
毒
性
の
も

　

総
会
後
、
薬
剤
師
の
多

田
誉
さ
ん
（
38
）
と
中
村

め
ぐ
み
さ
ん
（
33
）
が
登

壇
し
、
健
康
で
美
し
く
生

き
る
た
め
の
健
康
講
座
が

開
か
れ
た
。
美
し
く
生
き

る
た
め
に
は
薬
だ
け
に
頼

ら
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。
病
気
に
か
か
り
に
く

い
体
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
、
そ
れ
に
は
低
体
温

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
事

や
運
動
と
い
っ
た
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し

た
。

　

毎
日
の
生
活
を
眺
め
る

と
、
添
加
物
の
入
っ
て
い

な
い
食
品
を
探
す
方
が
難

し
い
時
代
。
何
を
取
り
入

れ
る
か
よ
り
も
何
を
取
ら

な
い
か
に
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。

　

口
か
ら
吸
収
し
た
毒
性

の
も
の
は
１
週
間
で
９
割

の
は
１
割
し
か
排
泄
さ
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
化
粧
や

シ
ャ
ン
プ
ー
、
洗
剤
な
ど

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ま
で
話
題

は
広
が
り
、
こ
の
ま
ま
い

け
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

に
よ
り
２
０
５
０
年
に
は

海
の
生
き
物
が
死
滅
す
る

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

話
に
ま
で
及
ん
だ
。

　
「
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
の
選
択
で
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
残
せ
る
地
球

を
」
と
い
う
話
で
講
座
が

閉
じ
ら
れ
た
。
約
40
人
の

参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

聞
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
部
屋
を
移
し

て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

２
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
リ

ア
ル
懇
親
会
に
、
約
１
０

０
人
の
参
加
者
は
喜
び
の

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

し
く
学
ぶ
、楽
し
く
聴
く
」

と
い
う
新
し
い
形
の
終
活

フ
ェ
ア
だ
っ
た
。

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の

「
健
康
体
操
講
座
」、
初
め

て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
、

輪
投
げ
大
会
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
、
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、

魔
法
の
メ

イ
ク
講

座
、
編
み

物
教
室
、

カ
メ
ラ
講

座
、
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
、

苔
盆
栽
づ
く
り
、
大
正
琴

講
座
、
カ
ラ
オ
ケ
講
座
、

書
道
教
室
、「
河
内
音
頭

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
中
谷

（
八
尾
市
八
尾
木
北
４
―

11
―
２
）が
４
月
竣
工
し
、

５
月
よ
り
運
営
を
開
始
し

た
。

　

新
し
い
施
設
は
、
加
速

す
る
高
齢
化
社
会
や
新
し

い
生
活
様
式
の
推
奨
に
と

も
な
う
需
要
の
変
化
に

応
え
る
た
め
、
従
来
の
施

設
を
新
築
・
移
転
し
た

も
の
で
、
利
用
者
の
状

況
が
一
目
で
把
握
で
き

る
設
計
の
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
、
肩
こ

り
や
不
眠
症
を
解

消
す
る
高
電
位
治

療
器
や
最
新
式
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
等
の
血
行
促
進

機
器
を
多
数
設
置
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
核
と
な
る
入
浴

設
備
に
は
、
利
用

者
の
介
護
度
に
フ
レ

シ
キ
ブ
ル
に
対
応

し
、
サ
ウ
ナ
効
果
と
ミ
ス

ト
の
力
の
温
浴
効
果
で
身

体
の
芯
ま
で
温
ま
る
新
設

計
の
機
械
浴
槽
や
、
今
話

題
の
脱
塩
素
ミ
ラ
ブ
ル
式

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
導
入

し
て
い
る
。

　

幸
晴
会
の
玉
田
浩
常
務

理
事
（
66
）
は
「
新
し
い

時
代
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
利
用
者

様
の
声
は
も
と
よ
り
、

従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

負
担
軽
減
も
考
慮
し
、

幸
晴
会
グ
ル
ー
プ
の
集

大
成
と
し
て
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

を
核
に
し
て
、
地
域
に

根
差
し
、
時
代
に
即
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
グ
ル
ー

プ
一
丸
と
な
っ
て
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

ま
た
、
新
施
設
は
、

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
一

時
避
難
施
設
と
し
て
、
５

月
11
日
、
幸
晴
会
の
矢
原

靖
之
理
事
長
、
八
尾
市
の

大
松
桂
右
市
長
ら
が
出
席

し
、
協
定
が
結
ば
れ
た
。

玉田浩常務理事（前列中央）を囲むスタッフ

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

リ
ア
ル
な
定
期
総
会
は
２

年
ぶ
り
。
表
彰
さ
れ
た
会

員
は
笑
顔
で
表
彰
状
を
受

け
取
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
ホ
テ
ル
で

懇
親
会
付
き
の
定
期
総
会

を
開
い
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
懇
親
会
は
な

か
っ
た
。

　

梶
田
安
彦
会
長
（
70
）

＝
写
真
＝
は
挨
拶
の
な
か

で
来
年
は
懇
親
会
で
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
話
し
た
。

　

八
尾
事
業

所
防
犯
協
会

（
梶
田
安
彦

会
長
）
の
定

期
総
会
が
６

月
３
日
に
八

尾
商
工
会
議

所
（
八
尾
市

清
水
町
１
）

で
開
か
れ
、

関
係
者
ら
約

50
人
が
参
加

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

中
谷
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

グ
ル
ー
プ
の
集
大
成

グ
ル
ー
プ
の
集
大
成

八
尾
事
業
所
防
犯
協
会

定
期
総
会
開
催

　

八
尾
市
内
を
中
心
に
、

地
域
に
根
差
し
た
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
医
療
法
人
幸
晴
会
の
新

し
い
施
設
と
し
て
デ
イ

を
踊
っ
て
み
よ
う
」、
健

康
長
寿
体
操
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
内
容
で
、

参
加
者
は
満
足
そ
う
な
面

持
ち
だ
っ
た
。

　

昼
か
ら
は
八
光
殿
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

天
童
よ
し
み
さ
ん
（
67
）

の
生
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
催

し
を
開
く
予
定
。
問
い
合

わ
せ
は
八

光
殿
（
☎

０
１
２
０

―
８
５
１

０
―
４

７
）
へ
。

新
し
い
形
の
終
活
フ
ェ
ア

八
光
殿
八
尾
中
央

認知症予防のための「健康体操講座」で体を動かす参加者

八尾中央産業クラブ 第43回会員総会八尾中央産業クラブ 第43回会員総会
健康で美しく生きるための健康講座

　

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ
（
野
勢
昌
彦
会
長
）
の

第
43
回
会
員
総
会
が
5
月
27
日
に
八
尾
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
（
八
尾
市
八
尾
木
北
５
）
で
開
か
れ
た
。

挨拶する野勢昌彦会長

洗剤の実験をする中村めぐみさん（左）と多田誉さん

熱唱する天童よしみさん

（
八
尾
市
清
水
町
１
―
４

―
40
）で
開
か
れ
た
。「
楽

　

終
活
フ
ェ
ア
が
５
月
29

日
に
八
光
殿
八
尾
中
央

災害時の緊急避難施設として

医
療
法
人
幸
晴
会
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